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はじめに

このマニュアルは、Sun™ Open Net Environment (Sun ONE) Studio 4 update 1,
Community Edition統合開発環境 (IDE) のインストール手順について説明します。具
体的な内容は以下のとおりです。

� インストール手順の概要
� システム要件
� サポートされているプラットフォーム
� Java™ 2 Platform, Standard Edition (J2SE™), v. 1.4.0_02のインストール
� IDE と統合するデータベースの設定
� IDE の最上位ディレクトリの内容
� Sun ONE Studio Developer Resourcesへの登録
� アップデートセンターによるモジュールの更新
� IDE のアンインストール
� 起動コマンド行スイッチの使い方
� その他のマニュアルリソース

このマニュアルで説明しているプログラム例は、実際に作成することができます。作
業環境については、以下のWebサイトにあるリリースノートを参照してください。

http://sun.co.jp/forte/ffj/documentation/index.html

使用するプラットフォームによっては、このマニュアルに掲載している画面イメージ
と異なることがあります。その場合でも表示上の違いはわずかであるため、内容を理
解するのには問題ありません。ほとんどの手順で Sun ONE Studio 4 ソフトウェアの
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ユーザーインタフェースを使用しますが、場合によっては、コマンド行にコマンドを
入力する必要があります。その場合は、Microsoft Windows の「コマンドプロンプト
ウィンドウ」で次の構文を入力してください。

UNIX® や Linux環境では、次のようなプロンプトとなり、¥マーク (またはバックス
ラッシュ)ではなくスラッシュを使用します。

お読みになる前に
このマニュアルの読者は、Sun ONE Studio 4製品を使用するプラットフォームでのソ
フトウェアのインストールとアンインストール作業に習熟している必要があります。
たとえば、次のようなシステム管理コマンドの知識が必要です。

� Solaris™オペレーティング環境の patchadd、pkgadd、patchrm、および pkgrm

ユーティリティ
� Microsoft Windows システム環境のプログラムの追加と削除ユーティリティ
� Linux 環境の rpmコマンド

使用環境のシステム管理コマンドについて不慣れな場合は、このガイドを読むにあ
たって適宜システム管理者に問い合わせてください。

注 - Sunでは、本マニュアルに掲載した第三者のWebサイトのご利用に関しまして
は責任はなく、保証するものでもありません。また、これらのサイトあるいはリ
ソースに関する、あるいはこれらのサイト、リソースから利用可能であるコンテ
ンツ、広告、製品、あるいは資料に関して一切の責任を負いません。Sunは、こ
れらのサイトあるいはリソースに関する、あるいはこれらのサイトから利用可能
であるコンテンツ、製品、サービスのご利用あるいは信頼によって、あるいはそ
れに関連して発生するいかなる損害、損失、申し立てに対する一切の責任を負い
ません。

c:\>cd MyWorkSpace\MyPackage

% cd MyWorkSpace/MyPackage
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内容の紹介
第 1章では、一般的なインストール手順の概要と、Sun ONE Studio 4, Community
Editionのシステム要件に関する情報を提供します。

第 2章では、J2SE v.1.4.0_02のインストール方法とアンインストール方法を説明しま
す。

第 3章では、サポートされているプラットフォーム上での Sun ONE Studio 4 IDE イ
ンストール手順を説明します。IDE のインストール時に作成されるサブディレクトリ
や、アンインストール手順も説明します。

第 4章では、新たにインストールした Sun ONE Studio 4 IDE の起動方法とセット
アップ手順を説明します。コマンド行オプションの説明および製品の登録についての
情報も提供します。

第 5章では、PointBase Restricted Edition 4.2データベースによる IDE インストール
のカスタマイズについての情報を提供します。

第 6章では、Sun ONE Studio アップデートセンターを利用して IDE モジュールを
アップデートする手順を説明します。この章では、他のマニュアルリソースについて
の情報も提供します。

第 7章では、インストールやセットアップ作業時に役立つ障害追跡に関する情報を提
供します。

付録 Aでは、SPARC™ プラットフォームエディション用の Solarisパッチインストー
ラに含まれる、Solaris 8 オペレーティング環境用パッチのリストを提供します。

付録 Bでは、Sun ONE Studio 4モジュールで使用されるデフォルトのポート割り当て
のリストを提供します。リストには、IDE で使用可能な他社製コンポーネントが使用
するポートが含まれています。
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書体と記号について

書体または

記号 意味 例

AaBbCc123 コマンド名、ファイル名、
ディレクトリ名、画面上の
コンピュータ出力、コー
ディング例。

.cvspass ファイルを編集します。
DIR を使用してすべてのファイルを表示
します。
Search is complete.

AaBbCc123 ユーザーが入力する文字
を、画面上のコンピュータ
出力と区別して表わしま
す。

> login

Password:

AaBbCc123

または
ゴシック

コマンド行の可変部分。実
際の名前または実際の値と
置き換えてください。

削除するには DEL filename と入力しま
す。
rmファイル名と入します。

『』 参照する書名を示します。 『Solaris ユーザーマニュアル』

「」 参照する章、節、または、
強調する語を示します。

第 6章「データの管理」を参照してくだ
さい。
これらは、「クラス」オプションと呼ば
れます。

\ 枠で囲まれたコード例で、
テキストがページ行幅を超
える場合、バックスラッ
シュは、継続を示します。

machinename% grep ‘^#define \

　XV_VERSION_STRING’

➤ 階層メニューのサブメ
ニューを選択することを示
します。

作成:「返信」➤「送信者へ」
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シェルプロンプトについて

関連マニュアル
Sun ONE Studio 4のマニュアルは、Acrobat Reader (PDF)ファイル、リリースノー
ト、オンラインヘルプ、サンプルアプリケーションの readme ファイル、Javadoc™
文書の形式で提供しています。

オンラインで入手可能なマニュアル

以下に紹介するマニュアルは、Sun ONE Studio 4 のドキュメントサイト
(http://sun.co.jp/forte/ffj/documentation/index.html) および docs.sun.com™
(http://docs.sun.com) から入手できます。

docs.sun.com ウェブサイトでは、サンのマニュアルをインターネットを通じて閲
覧、印刷、購入することができます。サイト内でマニュアルを見つけられない場合に
は、製品と一緒にローカルシステムまたはローカルネットワークにインストールされ
ているマニュアルインデックスを参照してください。

� リリースノート (HTML形式)

Sun ONE Studio 4の Editionごとに用意されています。このリリースでの変更情報
と技術上の注意事項を説明しています。

シェル プロンプト

UNIXの C シェル machine_name%

UNIX の Bourneシェルと Kornシェル machine_name$

スーパーユーザー (シェルの種類を問わ
ない)

#
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� インストールガイド (PDF 形式)

対応プラットフォームへの Sun ONE Studio 4 統合開発環境 (IDE) のインストール
手順を説明しています。さらに、システム要件、アップグレード方法、Webサー
バーやアプリケーションサーバーのインストール、コマンド行での操作、インス
トールされるサブディレクトリ、Javadocの設定、データベースの統合、アップ
デートセンターの使用方法などが含まれます。

� 『Sun ONE Studio 4, Community Editionインストールガイド』
- Part No. 817-0845-10

� 『Sun ONE Studio 4, Enterprise Edition for Javaインストールガイド』
- Part No. 817-0844-10

� 『Sun ONE Studio 4, Mobile Editionインストールガイド』
- Part No. 817-0846-10

� Sun ONE Studio 4プログラミングシリーズ (PDF 形式)

Sun ONE Studio 4の各機能を使用して、優れた J2EE アプリケーションを開発する
ための方法を詳細に説明しています。

� 『Web コンポーネントのプログラミング』 - Part No. 817-0837-10

JSPページ、サーブレット、タグライブラリを使用し、クラスやファイルをサ
ポートするWeb アプリケーションを J2EE Web モジュールとして構築する方法
を説明しています。

� 『J2EEアプリケーションのプログラミング』 - Part No. 817-0839-10

EJBモジュールやWebモジュールを J2EEにアセンブルする方法を説明していま
す。また、J2EEアプリケーションの配備や実行についても説明しています。

� 『Enterprise JavaBeans コンポーネントのプログラミング』
- Part No. 817-0838-10

Sun ONE Studio 4の EJBビルダーウィザードや、他の IDEコンポーネントを使
用し、EJBコンポーネント (コンテナ管理や Bean 管理の持続性の機能を持つ
セッション Beanやエンティティ Bean、メッセージ駆動型 Bean) を作成する方
法を説明しています。
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� 『Web サービスのプログラミング』- Part No. 817-0816-10

Sun ONE Studio 4 IDEを使用してWebサービスを構築したり、UDDIレジスト
リを経由して第三者にWebサービスを利用させたり、また、ローカルWebサー
ビスや UDDI レジストリからWeb サービスクライアントを生成する方法などを
説明しています。

� 『Java DataBase Connectivityの使用』 - Part No. 817-0840-10

Sun ONE Studio 4 IDE の JDBC生産性向上ツールを使用し、JDBC アプリケー
ションを作成する方法について説明しています。

� Sun ONE Studio 4チュートリアル (PDF 形式)

Sun ONE Studio 4の Editionごとに用意されており、主な機能の活用方法を紹介し
ています。

� 『Sun ONE Studio 4, Community Editionチュートリアル』
- Part No. 817-0842-10

簡単な J2EE Webアプリケーションの構築方法を順を追って解説します。

� 『Sun ONE Studio 4, Enterprise Edition for Javaチュートリアル』
- Part No. 817-0841-10

EJBコンポーネントとWebサービス技術を使用したアプリケーションの構築方
法を順を追って解説します。

� 『Sun ONE Studio 4, Mobile Editionチュートリアル』
- Part No. 817-0843-10

携帯やPDA端末などの無線機器を対象とした簡単なアプリケーションの構築方
法を順を追って解説します。このアプリケーションは Java 2 Platform, Micro
Edition (J2ME™ プラットフォーム)に準拠し、Mobile Information Device
Profile (MIDP)と Connected, Limited Device Configuration (CLDC)を満たすも
のです。

チュートリアルアプリケーションは、以下のサイトからもアクセスできます。
http://forte.sun.com/ffj/documentation/tutorialsandexamples.html
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オンラインヘルプ

オンラインヘルプは、Sun ONE Studio 4 IDEから参照できます。ヘルプを起動するに
は、ヘルプキー (Windows および Linux 環境では F1キー、Solarisオペレーティング
環境では Help キー)を押すか、「ヘルプ」 ->「内容」を選択します。ヘルプの項目
と検索機能が表示されます。

プログラム例

Sun ONE Studio 4の機能を紹介したプログラム例とチュートリアルアプリケーション
を、以下の Sun ONE Studio Developer Resourceのポータルサイトからダウンロード
することができます。

http://forte.sun.com/ffj/documentation/tutorialsandexamples.html

このチュートリアルで使用するアプリケーションも上記サイトに収録されています。

Javadoc

Javadoc形式のマニュアルは、Sun ONE Studio 4 の多くのモジュールに用意されてお
り、IDE の中で参照できます。このマニュアルの使用方法については、リリースノー
トを参照してください。IDE を起動すると、エクスプローラの Javadocタブで
Javadocマニュアルを参照できます。

ご意見の送付先
Sun のマニュアルについてのご意見やご要望をお寄せください。今後のマニュアル作
成の参考にさせていただきます。次のアドレスまで電子メールをお送りください。

docfeedback@sun.com

電子メールのタイトルに、マニュアルの Part No. (817-0845-10) を明記してください。
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第1章

インストールの準備

この章には、Sun ONE Studio 4 update 1, Community Edition IDE (以降「Sun ONE
Studio 4 IDE」または「IDE」)をインストールするにあたって必要な情報が含まれて
います。

インストールの概要
以下は、システムに Sun ONE Studio 4 IDE をインストールする一般的な作業の概要
です。この作業には、Sun ONE Studio 4 IDEのインストールの検証、カスタマイズお
よび登録も含まれます。

1. Sun ONE Studio 4 IDE をインストールする予定のシステムから Java 2 Platform,
Standard Edition, v. 1.3.1 (以降「J2SE v. 1.3.1プラットフォーム」)か Java 2
Platform, Standard Edition, v. 1.4.0_02 (以降「J2SE v. 1.4.0 プラットフォーム」) に
ローカルまたはネットワークアクセスできることを確認します。

注 - Sun ONE Studio 4 IDEは Java 2, Standard Edition, v. 1.4.0_02プラットフォーム
と組み合わせることを推奨します。インストール方法の詳細は、第 2章を参照
してください。

2. Sun ONE Studio 4ソフトウェアのインストール先のシステムが最小システム要件
を満たしていることを確認します。詳細は、3ページの「システム要件」を参照し
てください。
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3. Sun ONE Studio 4 IDE インストーラでインストールするソフトウェアを決定しま
す。Sun ONE Studio 4 update 1, Community Editionインストーラには、以下のソ
フトウェアが含まれています。

� Core Platform and Modules (必須)

� PointBase Server 4.2 Restricted Edition

4. 以前のバージョンの Sun ONE Studio 4 IDE を残すかどうかを検討します。以前の
バージョンの IDEを残す場合は、Sun ONE Studio 4 update 1, Community Edition
をインストールするディレクトリとして、現在と異なるディレクトリを指定してく
ださい。

以前のバージョンの IDE と同じディレクトリを使用するには、Sun ONE Studio 4
update 1, Community Editionをインストールする前に以前のバージョンをアンイ
ンストールする必要があります。

5. Sun ONE Studio 4 IDE の現在のユーザー設定を残すかどうかを検討します。新し
いバージョンの IDE で現在のユーザー設定を使用する場合は、最初の IDE 設定で
現在のユーザーディレクトリの場所を指定する必要があります。詳細は、第 4章を
お読みください。

6. Sun ONE Studio 4 update 1, Community Editionをインストールします。サポート
されているプラットフォーム別のインストール方法についての詳細は、第 3章をお
読みください。

7. 初期 IDE環境を設定して製品登録します。ユーザーディレクトリの設定と製品の登
録方法については、第 4章をお読みください。

8. IDE のインストールを完了したら、PointBase データベースサーバーを設定するこ
とによって Sun ONE Studio 4 IDE をカスタマイズします。その方法については、
第 5章をお読みください。

サポートされるプラットフォーム
Sun ONE Studio 4 update 1, Community Editionは、以下のシステムで動作を確認し
てあります。

� Microsoft Windows 2000 Professionalシステム (最新のサービスパックをインス
トールしたもの)
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� Microsoft Windows XP Professionalシステム
� Red Hat Linux 7.2
� Sun Linux 5.0 (英語環境のみ)
� Solaris 8オペレーティング環境 (64 ビット、SPARC版)
� Solaris 9オペレーティング環境 (64 ビット、SPARC版)

以下のシステムについては限られた範囲で動作を確認しています。

� Microsoft Windows NT SP6システム
� Microsoft Windows 98 (Second Editionのみ)
� Solaris 8オペレーティング環境 (32 ビット、SPARC版)
� Solaris 9オペレーティング環境 (32 ビット、SPARC版)

システム要件
表 1-1は、サポートされているプラットフォームに Sun ONE Studio 4 IDEの最小構成
をインストールするためのシステム要件をまとめています。

これらは一般的なガイドラインです。システム要件は、Sun ONE Studio 4 IDEで使用
するためにどのようなソフトウェアを追加インストールしたかによって異なります。

表 1-1 Sun ONE Studio 4 update 1, Community Editionのシステム要件

サポートされる

プラットフォーム

ユーザーディレクト

リに必要なハード

ディスクの空き容量

インストールに必要

なハードディスクの

空き容量 最小構成

Windows 2000、Windows

XP、Windows NT4 SP61

1.Microsoft Windows NT4 SP6、Microsoft Windows 98 (Second Editionのみ)および Solaris 8/9 (32
ビット、SPARC版)環境については、限られた範囲で動作確認を行っています。

10Mバイト 125Mバイト Pentium III 500 MHz、
256Mバイト RAM

Red Hat Linux 7.2、
Sun Linux 5.0

10Mバイト 125Mバイト Pentium III 500 MHz、
256Mバイト RAM

Solaris 8/9オペレーティング
環境 (64 ビット、SPARC版)

10Mバイト 125Mバイト Ultra 10、333 MHz、
256Mバイト RAM

Solaris 8/9オペレーティング
環境 (32 ビット、SPARC版)

10Mバイト 125Mバイト Ultra 10、333 MHz、
256Mバイト RAM
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第2章

J2SE, v. 1.4.0プラットフォームのインス
トール

この章では、システムが現在アクセスしている J2SEプラットフォームのソフトウェア
を確認する方法を説明します。また、サポートされているシステムに J2SE, v. 1.4.0_02
(以降、「J2SE, v. 1.4.0 プラットフォーム」として記述) をインストールする必要があ
る場合のインストール方法についても、順を追って説明します。J2SE, v. 1.4.0プラッ
トフォームには、Java 2 SDK (Java 2 Software Development Kit, Standard Edition)お
よび JRE (Java 2 Runtime Environment, Standard Edition)が含まれています。

現在の J2SEプラットフォームのバージョンの確認
Sun ONE Studio 4 IDEを使用するには、以下のどちらかの条件が満たされている必要
があります。

� 使用するシステムに J2SE プラットフォームの v. 1.3.1または v. 1.4.0がインストー
ルされている

� J2SEプラットフォームの v. 1.3.1または v. 1.4.0_02 がインストールされているパス
に、ネットワークからアクセスできる

使用するシステムに J2SE プラットフォームの v. 1.3.1または v. 1.4.0_02のどちらもイ
ンストールされておらず、またネットワークからのアクセスもできない状態で IDE を
実行すると、エラーが発生し警告メッセージが表示されます。v. 1.4.0_02の方が適し
ています。

注 - 最高の実行時性能を得るには、ローカルシステムに J2SEプラットフォームをイ
ンストールして、そのローカルシステムからアクセスしてください。
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以下の手順に従って、次にどのような作業を行う必要があるか判断してください。

1. システムで使用可能な Java ソフトウェアを特定します。

� Microsoft Windows システムの場合は、コマンドプロンプトウィンドウで以下を入
力します。

次のような出力が得られます。

� Solarisまたは Linux 環境の場合は、以下を入力します。

次のような出力が得られます。

使用システムに J2SEプラットフォームの v. 1.3.1または v. 1.4.0のどちらもインストー
ルされていない場合は、サポートされている J2SE, v1.4.0 プラットフォームをインス
トールする必要があります。

これらのソフトウェアがシステムにインストールされていない Solarisオペレーティン
グ環境を使用している場合は手順 3に進みます。
これらのソフトウェアがシステムにインストールされている Linux または Microsoft
Windowsオペレーティング環境の場合は、この章の最後にある「J2SE, v. 1.4.0プラッ
トフォームのアンインストール」に目を通した後、第 3章に進みます。

2. 使用システムに J2SE プラットフォームの v. 1.3.1 または v. 1.4.0_02 のどちらもイン
ストールされていない場合は、以下の手順に沿ってインストールします。

C:\>java -version

C:\>java -version
java version "1.4.0"
Java(TM) 2 Runtime Environment, Standard Edition (build 1.4.0-b92)
Java HotSpot(TM) Client VM (build 1.4.0-b92, mixed mode)

% java -version

% java -version
java version "1.4.0"
Java(TM) 2 Runtime Environment, Standard Edition (build 1.4.0-b92)
Java HotSpot(TM) Client VM (build 1.4.0-b92, mixed mode)
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a. http://sun.co.jp/software/sundev/jde/try/index.html から J2SE v.

1.4.0_02 インストーラを入手します。このインストーラは、Sun ONE Studio 4

update 1 Companion CD にも含まれています。

b. システムに J2SE, v. 1.4.0 プラットフォームをインストールします。

実際のインストール方法は使用システムによって異なります。使用するシステムに
応じて、この後の説明を参照してください。

3. (Solaris のみ) J2SE, v. 1.4.0_02 プラットフォームがすでにインストールされている場
合、使用している Solaris 8 オペレーティング環境に適した Solaris パッチをインス
トールします。

必要な Solarisパッチをインストールしていない状態で IDE を起動すると、システム
にインストールする必要がある Solarisパッチ情報が出力されます。IDEを使用する前
に、システムに必要なパッチをインストールするか、またはシステム管理者に連絡し
てください。

solaris_patch_installerは、Sun ONE Studio 4 update 1 Companion CD に含
まれており、また、Sun ONE Studio 4 update 1の製品ダウンロードページからも入
手できます。このインストーラには、Solaris 8オペレーティング環境にインストール
する必要のある Solarisパッチのパッケージが含まれています。

すでに J2SE, v. 1.4.0プラットフォームをインストールしている場合は、
solaris_patch_installerを使用して、必要な Solarisパッチがシステムにイン
ストールされているかどうか確認することができます。

solaris_patch_installerスクリプトの使用方法については、14ページの
「Solaris 8オペレーティング環境へのパッチのインストール」を参照してください。

注 - このマニュアルの付録 Aに、solaris_patch_installerスクリプトに含ま
れている全 Solarisパッチの一覧があります。
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Microsoft Windowsへの J2SEプラットフォームの
インストール

注 - Microsoft Windowsシステムへの J2SE, v. 1.4.0プラットフォームのインストール
について不明な点がある場合は、システム管理者に連絡してください。

注 - J2SE, v. 1.4.0プラットフォームの日本語ダウンロードページへは、
http://java.sun.com/j2se/1.4/ja/download.htmlからもアクセス可能です。

注 - J2SEのアップデートにともない、以下に書かれている手順やファイル名などが
変更されている可能性があります。

サポートされている Microsoft Windows システムに J2SE, v. 1.4.0プラットフォームを
インストールする手順は以下のとおりです。

1. http://sun.co.jp/software/sundev/jde/try/index.html から
j2sdk-1_4_0_02-windows-i586.exe インストーラを j2se-directory ディレクトリ
にダウンロードします。Sun ONE Studio 4 update 1 Companion CD に含まれている
同名のインストーラを使用することもできます。

注 - インストーラを保存する j2se-directory ディレクトリは、必ず十分な空き領域の
あるディスクに作成してください。詳しくは、3ページの「システム要件」を参
照してください。

J2SE, v. 1.4.0プラットフォームのダウンロードページからインストーラを入手する場
合は、以下の操作を行います。それ以外の場合は、手順 2に進みます。

a. http://sun.co.jp/software/sundev/jde/try/index.html ダウンロード
ページの「Sun ONE Studio インストールの前に」セクションで「Java 2 Platform,

Standard Edition, v. 1.4」をクリックします。

「Java 2 Platform, Standard Edition v1.4 Overview」ページが表示されます。
「日本語版」をクリックすると日本語ダウンロードページ「Java 2 Platform,
Standard Edition v 1.4の概要」が表示されます。



第 2章    J2SE, v. 1.4.0プラットフォームのインストール    9

b. 「Download J2SE v 1.4.0_02 Now!」(日本語版では「J2SE v 1.4.0_02 のダウン
ロード」) をクリックします。

「Java 2 Platform, Standard Edition」ダウンロードページが表示されます。

c. 「Download J2SE v 1.4.0_02」表の「Windows (all languages, including English)」
の「SDK」列にある「DOWNLOAD」をクリックします。(日本語版では「J2SE v

1.4.0_02 のダウンロード」表の「Windows (各国語、英語を含む)」の「SDK」列に
ある「ダウンロード」と表示されています。)

バイナリコードライセンス条項が表示されます。

d. バイナリコードライセンス条項に目を通します。次に進むには、ライセンス条項の
条件に同意 (Accept) します。

ダウンロードに進むには、必ずライセンス条項に同意する必要があります。同意す
ると、ダウンロードページが表示されます。

e. 「Download j2sdk-1_4_0_02-windows-i586.exe」をクリックして、ファイ
ルのダウンロードに進み、ファイルの保存場所を指定します。

f. ダウンロードしたファイルとダウンロードページに示されているファイルのサイズ
が同じであることを確認します。

サイズが同じであることを確認することによって、ダウンロードしたファイルが壊
れていない完全なソフトウェアバンドルであることがわかります。

2. システムに J2SE, v. 1.4.0 プラットフォームの事前公開版がインストールされている
場合は、アンインストールします。

J2SE, v. 1.4.0プラットフォームのベータ版または Release Candidate版がインストール
されている場合は、アンインストールしてください。このためには、Microsoft
Windowsの「アプリケーションの追加と削除」ユーティリティを使用します。この
ユーティリティにアクセスするには、「スタート」->「設定」->「コントロールパネ
ル」を選択します。

3. j2se-directory または Sun ONE Studio 4 update 1 Companion CD にある
j2sdk-1_4_0_02-windows-i586.exe をダブルクリックして、インストールウィ
ザードを起動します。

注 - Windows XPまたはWindows 2000システムに J2SE, v. 1.4.0プラットフォーム
をインストールするには、管理者の権限が必要です。
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4. ウィザードに表示される指示に従って、Microsoft Windows システムに J2SE, v. 1.4.0

プラットフォームをインストールします。

5. ディスク領域を回復するには、ダウンロードしたファイルを j2se-directory ディレクト
リから削除します。(省略可能)

第 3章の Sun ONE Studio 4 update 1ソフトウェアのインストールに進みます。

Linux環境への J2SEプラットフォームのインス
トール

注 - Linux環境への J2SE, v. 1.4.0プラットフォームのインストールについて不明な点
がある場合は、システム管理者に連絡してください。

注 - J2SE, v. 1.4.0プラットフォームの日本語ダウンロードページへは、
http://java.sun.com/j2se/1.4/ja/download.htmlからもアクセス可能です。

注 - J2SEのアップデートにともない、以下に書かれている手順やファイル名などが
変更されている可能性があります。

サポートされている Linux 環境に J2SE, v. 1.4.0 プラットフォームをインストールする
手順は以下のとおりです。

1. j2sdk-1_4_0_02-linux-i586-rpm.bin ファイルを j2se-directory ディレクトリに
ダウンロードします。Sun ONE Studio 4 update 1 Companion CD に含まれている同
名のファイルを使用することもできます。

注 - インストーラを保存する j2se-directory ディレクトリは、必ず十分な空き領域の
あるディスクに作成してください。詳しくは、3ページの「システム要件」を参
照してください。

J2SE, v. 1.4.0プラットフォームのダウンロードページからインストーラを入手する場
合は、以下の操作を行います。それ以外の場合は、手順 2に進みます。
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a. http://sun.co.jp/software/sundev/jde/try/index.html ダウンロード
ページの「Sun ONE Studio インストールの前に」セクションで「Java 2 Platform,

Standard Edition, v. 1.4」をクリックします。

「Java 2 Platform, Standard Edition v1.4 Overview」ページが表示されます。
「日本語版」をクリックすると日本語ダウンロードページ「Java 2 Platform,
Standard Edition v 1.4の概要」が表示されます。

b. 「Download J2SE v 1.4.0_02 Now!」(日本語版では「J2SE v 1.4.0_02 のダウン
ロード」) をクリックします。

「Java 2 Platform, Standard Edition」ダウンロードページが表示されます。

c. 「Download J2SE v 1.4.0_02」表の「Linux itself-extracting file」の「SDK」列にあ
る「DOWNLOAD」をクリックします。(日本語版では「J2SE v 1.4.0_02 のダウン
ロード」)表の「Linux RPM 自己解凍ファイル」の「SDK」列にある「ダウンロー
ド」と表示されています。)

バイナリコードライセンス条項が表示されます。

d. バイナリコードライセンス条項に目を通します。次に進むには、ライセンス条項の
条件に同意 (Accept) します。

ダウンロードスに進むには、必ずライセンス条項に同意する必要があります。同意
すると、ダウンロードページが表示されます。

e. 「Download j2sdk-1_4_0_02-linux-i586-rpm.bin」をクリックし、ファイ
ルの保存先のディレクトリとして j2se-directory を指定します。

f. ダウンロードしたファイルとダウンロードページに示されているファイルのサイズ
が同じであることを確認します。

サイズが同じであることを確認することによって、ダウンロードしたファイルが壊
れていない完全なソフトウェアバンドルであることがわかります。

2. 次のコマンドを入力するか、Sun ONE Studio 4 update 1 Companion CD に含まれて
いる j2sdk-1_4_0_02-linux-i586-rpm.bin ファイルをダブルクリックします。

スクリプトによってバイナリライセンス条項が表示されます。

$ cd j2se-directory
$ chmod a+x j2sdk-1_4_0_02-linux-i586-rpm.bin
$ j2sdk-1_4_0_02-linux-i586-rpm.bin
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3. バイナリライセンス条項に目を通します。次に進むには、ライセンス条項の条件に同
意します。

インストールに進むには、必ずライセンス条項に同意する必要があります。

同意すると、j2sdk-1_4_0_02-linux-i586-rpmファイルがインストールスクリ
プトによって現在のディレクトリに作成されます。

4. 端末ウィンドウで以下を入力することによって、スーパーユーザーになります。

5. システムに J2SE, v. 1.4.0 プラットフォームの事前公開版がインストールされている
場合は、アンインストールします。

J2SE, v. 1.4.0プラットフォームのベータ版または Release Candidate版がインストール
されている場合は、アンインストールしてください。

注 - J2SEプラットフォームの事前公開版のデフォルトのインストール場所は
/usr/java/j2sdk1.4.0で、最終バージョンの J2SE, v. 1.4.0プラットフォー
ムの RPMパッケージがインストールされるのと同じ場所です。最終バージョン
の J2SE, v. 1.4.0プラットフォームをインストールするには、以前にインストール
した事前公開版を前もってアンインストールしておく必要があります。以前のリ
リースをインストールしていない場合、この手順は省略してください。

システムに事前公開版がインストールされているかどうか不明な場合は、次のコマン
ドを実行してください。

事前公開版の J2SE, v. 1.4.0プラットフォームの RPMパッケージ名が表示されます。
たとえば J2SE 1.4.0 Beta 3バージョンがインストールされている場合は、Beta 3の
RPMパッケージ名として j2sdk-1.4.0-beta3が返されます。

$ su
Password: root-password

# rpm -query -a | grep j2sdk-1.4.0
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ベータ版のパッケージがインストールされていることが判明した場合は、rpmコマン
ドを使用してアンインストールしてください。たとえば J2SE, v. 1.4.0プラットフォー
ムの Beta 3バージョンを削除する場合は、次のコマンドを入力します。

6. 次の rpm コマンドを入力することによって、J2SE, v. 1.4.0 プラットフォームのパッ
ケージをインストールします。

J2SE, v. 1.4.0 プラットフォームのパッケージが j2se-directory/j2sdk1.4.0_02にイン
ストールされます。

7. 以下を入力して、スーパーユーザー特権から抜けます。

第 3章の Sun ONE Studio 4 update 1ソフトウェアのインストールに進みます。

Solarisオペレーティング環境への J2SEプラット
フォームのインストール
Solaris 8オペレーティング環境 (SPARC版) に J2SE, v. 1.4.0プラットフォームをイン
ストールするには、事前に必要な Solarisパッチをインストールしておく必要がありま
す。次節の手順に従って、Solarisパッチと J2SE, v. 1.4.0 プラットフォームをインス
トールしてください。

# rpm -e j2sdk-1.4.0-beta3

# cd j2se-directory
# rpm -iv j2sdk-1.4.0_02-linux-i586.rpm

# exit
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注 - Solaris 9オペレーティング環境には、J2SE, v. 1.4.0プラットフォームがバンドル
されています。Solaris 8オペレーティング環境に J2SE, v. 1.4.0_02プラット
フォームをインストールするには、
http://java.sun.com/j2se/1.4/download.htmlまたは
http://java.sun.com/j2se/1.4/ja/download.html (日本語ダウンロー
ドページ)から最新のパッチをダウンロードし、J2SE, v. 1.4.0_02プラットフォー
ムを Solaris 8オペレーティング環境にインストールする手順に従ってインス
トールしてください。

Solaris 8 オペレーティング環境へのパッチのインストー
ル

注 - Solaris環境への Solarisパッチのインストールについて不明な点がある場合は、
システム管理者に連絡してください。

注 - J2SEのアップデートにともない、以下に書かれている手順やファイル名などが
変更されている可能性があります。

ここでは、J2SE, v. 1.4.0プラットフォームをインストールする前に必要な Solarisパッ
チをインストールする方法を説明します。この説明は、Solaris 8オペレーティング環
境にのみ該当します。solaris_patch_installerに含まれている Solarisパッチ
については、付録 Aを参照してください。

1. http://sun.co.jp/software/sundev/jde/try/index.html から
solaris-patches-directory ディレクトリに solaris_patch_installer.tar.gz ファ
イルをダウンロードします。Sun ONE Studio 4 update 1 Companion CD に含まれて
いる同名のファイルを使用することもできます。

注 - ファイルを保存する solaris-patches-directory ディレクトリは、必ず十分な空き領
域のあるディスクに作成してください。詳しくは、3ページの「システム要件」
を参照してください。



第 2章    J2SE, v. 1.4.0プラットフォームのインストール    15

2. 以下を入力することによって、solaris-patches-directory ディレクトリに移動し、ダウン
ロードしたファイルを圧縮解除して、含まれているファイルを抽出します。

注 - Solaris 8オペレーティング環境の場合、gzcatユーティリティは /usr/bin

ディレクトリにあります。

solaris_patch_installerファイルと patchesディレクトリが、
solaris-patches-directoryディレクトリに抽出されます。この patchesディレクトリに
は、必要な Solarisパッチごとに複数のサブディレクトリが含まれます。

3. ディスク領域を回復するには、以下を入力することによってダウンロードしたファイ
ルを削除します。(省略可能)

4. 端末エミュレータで以下を入力し、スーパーユーザーになります。

% cd solaris-patches-directory
% gzcat solaris_patch_installer.tar.gz | tar xvf -

% rm -rf solaris_patch_installer.tar.gz

% su
Password: root-password
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5. solaris-patches-directory に移動して、solaris_patch_installer スクリプトを実行
します。

solaris_patch_installer によって、J2SE, v. 1.4.0プラットフォームのインス
トールに必要なパッチで、すでに適用されているパッチとインストールする必要があ
るパッチが特定されます。

以下のような出力が表示されます。

6. パッチのインストールの完了後にその詳細を確認するには、
/var/tmp/solaris_patch_installer.log ファイルの内容を調べます。(省略可
能)

注 - 一部の Solarisパッチでは、インストールの完了後にシステムの再起動が必要に
なります。その場合、インストーラは再起動を促します。

7. システムの再起動を促すメッセージが表示されたら、y を入力して再起動します。

# cd solaris-patches-directory
# ./solaris_patch_installer

# ./solaris_patch_installer
J2SE v 1.4.0 の Solaris パッチインストールプログラム
インストール中 109147-14...すでに適用されています

インストール中 108434-06...インストールに成功しました

インストール中 108435-06...インストールに成功しました

インストール中 111293-04...インストールされていないパッケージにパッチを適
用しようとしています

インストール中 112334-01...すでに適用されています

# システムにインストールされたパッチを有効にするために、システムを再起動する
必要があります。
システムをすぐに再起動しますか？ (y/n)
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8. 再起動を促すメッセージが表示されなかった場合は、以下を入力してスーパーユー
ザー特権から抜けます。

9. ディスク領域を回復するには、システムにログオンしなおした後で以下を入力するこ
とによって solaris-patches-directory とその内容を削除します。(省略可能)

Solaris 8 環境への J2SE, v. 1.4.0 プラットフォームのイン
ストール

注 - Solarisオペレーティング環境への Solarisパッケージか J2SE, v. 1.4.0 プラット
フォームのインストールについて不明な点がある場合は、システム管理者に連絡
してください。

注 - J2SE, v. 1.4.0プラットフォームの日本語ダウンロードページへは、
http://java.sun.com/j2se/1.4/ja/download.htmlからもアクセス可能です。

注 - J2SEのアップデートにともない、以下に書かれている手順やファイル名などが
変更されている可能性があります。

インストールする前に、Solaris 8 環境で J2SE, v. 1.4.0プラットフォームを使用するた
めに必要なパッチがすべてインストールされていることを確認する必要があります。
詳細は、14ページの「Solaris 8オペレーティング環境へのパッチのインストール」を
参照してください。

64ビット Solaris 8環境に 64ビット J2SE, v. 1.4.0 プラットフォームをインストールす
るには、次の 2つの手順を実行する必要があります。

# exit

% rm -rf solaris-patches-directory



18 Sun ONE Studio 4, Community Editionインストールガイド  •  2002年 11月

1. 64 ビット Solaris 8 環境に 32 ビット J2SE, v. 1.4.0 プラットフォームをインストール
します。

この手順の詳細は、18ページの「32ビット Solaris 8環境への J2SE, v. 1.4.0プラット
フォームのインストール」を参照してください。

2. 64 ビット Solaris 8 環境に 64 ビット用の J2SE, v. 1.4.0 補助ソフトウェアリリースを
インストールします。

この手順の詳細は、21ページの「Solaris 8環境への 64ビット用 J2SE, v. 1.4.0補助ソ
フトウェアリリースのインストール」を参照してください。

32 ビット Solaris 8 環境への J2SE, v. 1.4.0 プラットフォームの
インストール

注 - Solarisオペレーティング環境への Solarisパッケージか J2SE, v. 1.4.0 プラット
フォームのインストールについて不明な点がある場合は、システム管理者に連絡
してください。

サポートされている Solarisオペレーティング環境に J2SE, v. 1.4.0 プラットフォーム
をインストールする手順は以下のとおりです。この手順では、pkgaddコマンドを使
用します。

1. j2sdk-1_4_0_02-solaris-sparc.tar.Z ファイルを j2se-directory ディレクトリ
にダウンロードします。Sun ONE Studio 4 update 1 Companion CD に含まれている
同名のファイルを使用することもできます。

注 - インストーラを保存する j2se-directory ディレクトリは、必ず十分な空き領域の
あるディスクに作成してください。

Sun ONE Studio 4 update 1の製品 CD に含まれているインストーラインストーラを
使用する場合は、手順 eに進んでください。

a. http://sun.co.jp/software/sundev/jde/try/index.html ダウンロード
ページの「Sun ONE Studio インストールの前に」セクションで「Java 2 Platform,

Standard Edition, v. 1.4」をクリックします。

「Java 2 Platform, Standard Edition v 1.4 Overview」ページが表示されます。「日
本語版」をクリックすると日本語ダウンロードページ「Java 2 Platform, Standard
Edition v 1.4 の概要」が表示されます。
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b. 「Download J2SE v 1.4 Now!」(日本語版では「J2SE v 1.4.0_02 のダウンロー
ド」) をクリックします。

「Java 2 Platform, Standard Edition」ダウンロードページが表示されます。

c. 「Download J2SE, v 1.4.0_02」表の「Solaris SPARC 32-bit tar.Z」の「SDK」列に
ある「DOWNLOAD」をクリックします。(日本語版では「J2SE v 1.4.0_02 のダウ
ンロード」表の「Solaris SPARC 32 ビット tar.Z」の「SDK」列にある「ダウン
ロード」となります。)

バイナリコードライセンス条項が表示されます。

d. バイナリコードライセンス条項に目を通します。次に進むには、ライセンス条項の
条件に同意 (Accept) します。

ダウンロードに進むには、必ずライセンス条項に同意する必要があります。同意す
ると、ダウンロードページが表示されます。

e. 製品のダウンロードページで 「Download

j2sdk-1_4_0_02-solaris-sparc.tar.Z」をクリックして、j2se-directory ディ
レクトリに保存します。Sun ONE Studio 4 update 1 の Companion CD に含まれて
いる同名のファイルを j2se-directory ディレクトリにコピーしてもかまいません。

f. ダウンロードしたファイルと、ダウンロードページに示されているファイルサイズ
または Sun ONE Studio 4 update 1 の製品 CD に含まれているファイルのサイズが
同じであることを確認します。

サイズが同じであることを確認することによって、ダウンロードしたファイルが壊
れていない完全なソフトウェアバンドルであることがわかります。

2. コマンド行で以下を入力することによって、j2se-directory ディレクトリに移動し、ダ
ウンロードしたインストーラを圧縮解除して、含まれているファイルを抽出します。

パッケージ (SUNWj3dmo、SUNWj3dev、SUNWj3man、SUNWj3rt、日本語マニュア
ルページ用の SUNWj3jmp)と製品ライセンス、readme ファイル、そのリリースド
キュメントが作成されます。

% cd j2se-directory
% zcat j2sdk-1_4_0_02-solaris-sparc.tar.Z | tar xvf -
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3. 端末エミュレータで以下を入力することによって、スーパーユーザーになります。

4. 以前のバージョンの J2SE プラットフォームがインストールされている場合は、アン
インストールします。

注 - J2SEプラットフォームのバージョン 1.3.0か 1.3.1、または 1.4.0のベータ版のデ
フォルトのインストール場所は /usr/j2seで、今回の J2SE, v. 1.4.0がインス
トールされるのと同じ場所です。J2SE, v. 1.4.0プラットフォームをインストール
するには、以前にインストールしたリリースを前もってアンインストールしてお
く必要があります。以前のリリースをインストールしていないか、デフォルト以
外の場所に J2SE, v. 1.4.0をインストールする場合、この手順は省略してくださ
い。

J2SEのバージョン 1.3.0 か 1.3.1、または 1.4.0の事前公開版のパッケージがインス
トールされている場合は、pkgrmコマンドを使用してそれらのパッケージも削除しま
す。

バージョン 1.3.0で地域対応用のパッケージの SUNWlj3dvおよび SUNWlj3rtがイン
ストールされている場合は、次のコマンドを使用して削除します。

Java 2 SDK v. 1.3.0または v. 1.3.1の日本語マニュアルページパッケージがインストー
ルされている場合は、次のコマンドを使用して削除します。

/usr/java シンボリックリンクのリンク先が Java 2 SDK v.1.2.2 のインストール場所
の /usr/java1.2 になっている場合は、リンク先が /usr/j2seになるように更新
できます。Java 2 SDK v. 1.4.0は /usr/j2seにインストールされます。

% su
Password: root-password

# pkgrm SUNWj3dmo SUNWj3man SUNWj3dev SUNWj3rt

# pkgrm SUNWlj3dv SUNWlj3rt

# pkgrm SUNWjej3m SUNWjpj3m SUNWjuj3m
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5. pkgadd コマンドを実行して、パッケージをインストールします。

J2SE v. 1.4.0パッケージが /usr/j2seにインストールされます。デフォルト以外の場
所への J2SE, v. 1.4.0のインストールについては、pkgadd(1)および admin(4)のマ
ニュアルページを参照してください。

6. ディスク領域を回復するには、j2se-directory を削除します。(省略可能)

7. 以下を入力して、スーパーユーザー特権から抜けます。

J2SE, v. 1.4.0 補助ソフトウェアリリースをインストールする必要がある場合は、次の
項目に進みます。

それ以外の場合は、第 3章の Sun ONE Studio 4 update 1 ソフトウェアのインストー
ルに進みます。

Solaris 8 環境への 64 ビット用 J2SE, v. 1.4.0 補助ソフトウェア
リリースのインストール

注 - Solarisオペレーティング環境への Solarisパッケージか J2SE, v. 1.4.0 プラット
フォームのインストールについて不明な点がある場合は、システム管理者に連絡
してください。

Solaris 8環境に J2SE, v. 1.4.0プラットフォームの 64ビット補助ソフトウェアリリース
をインストールする手順は以下のとおりです。

1. j2sdk-1_4_0_02-solaris-sparcv9.tar.Z ファイルを j2se-64bit-directory ディレ
クトリにダウンロードします。Sun ONE Studio 4 update 1 Companion CD に含まれ
ている同名のファイルを使用することもできます。

# cd j2se-directory
# pkgadd -d . SUNWj3rt SUNWj3dev SUNWj3man SUNWj3dmo

# rm -rf j2se-directory

# exit
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注 - ファイルを保存する j2se-64bit-directory ディレクトリは、必ず十分な空き領域の
あるディスクに作成してください。

Sun ONE Studio 4 update 1の Companion CD に含まれているインストーラを使用す
る場合は、手順 eに進んでください。

a. http://sun.co.jp/software/sundev/jde/try/index.html ダウンロード
ページの「Sun ONE Studio インストールの前に」セクションで「Java 2 Platform,

Standard Edition v. 1.4」をクリックします。

「Java 2 Platform, Standard Edition v 1.4 Overview」ページが表示されます。
「日本語版」をクリックすると日本語ダウンロードページ「Java 2 Platform,
Standard Edition v 1.4の概要」が表示されます

b. 「Download J2SE v. 1.4 Now!」(日本語版では「J2SE v1.4.0_02 のダウンロー
ド」) をクリックします。

「Java 2 Platform, Standard Edition」ダウンロードページが表示されます。

c. 「Download J2SE, v 1.4.0_02」表の「Solaris SPARC 64-bit tar.Z」の「SDK」列に
ある「DOWNLOAD」をクリックします。(日本語版では「J2SE v 1.4.0_02 のダウ
ンロード」表の「Solaris SPARC 64 ビット tar.Z」の「SDK」列にある「ダウン
ロード」となります。)

バイナリコードライセンス条項が表示されます。

d. バイナリコードライセンス条項に目を通します。次に進むには、ライセンス条項の
条件に同意 (Accept) します。

ダウンロードに進むには、必ずライセンス条項に同意する必要があります。同意す
ると、ダウンロードページが表示されます。

e. 製品のダウンロードページで 「Download

j2sdk-1_4_0_02-solaris-sparcv9.tar.Z」をクリックして、ファイルの保
存場所を指定します。Sun ONE Studio 4 update 1 の Companion CD に含まれてい
る同名のファイルを使用することもできます。

f. ダウンロードしたファイルと、ダウンロードページに示されているファイルまたは
Sun ONE Studio 4 update 1 の Companion CD のファイルのサイズが同じであるこ
とを確認します。

サイズが同じであることを確認することによって、ダウンロードしたファイルが壊
れていない完全なソフトウェアバンドルであることがわかります。
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2. コマンド行で以下を入力することによって、j2se-64bit-directory ディレクトリに移動
し、ダウンロードしたインストーラを圧縮解除して、含まれているファイルを抽出し
ます。

J2SE, v. 1.4.0 プラットフォームを 64ビットに対応させるパッケージ (SUNWj3dvx、
SUNWj3rtx、および SUNWj3dmx)が作成されます。

3. 端末エミュレータで以下を入力することによって、スーパーユーザーになります。

4. J2SE, v. 1.4.0 の 64 ビットパッケージのベータ版がインストールされている場合は、
アンインストールします。

64ビットサポート用の SUNWj3dvx、SUNWj3rtx、および SUNWj3dmxのベータ版が
インストールされている場合は、pkgrmコマンドを使用して削除します。

5. pkgadd コマンドを実行して、パッケージをインストールします。

64ビットサポート用のファイルが、J2SE, v. 1.4.0のインストール場所である
/usr/j2se にインストールされます。

6. ディスク領域を回復するには、j2se-64bit-directory を削除します。(省略可能)

% cd j2se-64bit-directory
% zcat j2sdk-1_4_0_02-solaris-sparcv9.tar.Z | tar xvf -

% su
Password: root-password

# pkgrm SUNWj3rtx SUNWj3dvx SUNWj3dmx

# cd j2se-64bit-directory
# pkgadd -d . SUNWj3rtx SUNWj3dvx SUNWj3dmx

# rm -rf j2se-64bit-directory
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7. 以下を入力して、スーパーユーザー特権から抜けます。

第 3章の Sun ONE Studio 4 update 1ソフトウェアのインストールに進みます。

J2SE, v. 1.4.0プラットフォームのアンインストー
ル
J2SE, v. 1.4.0プラットフォームをアンインストールする手順は以下のとおりです。

� Microsoft Windows システムの場合
コントロールパネルの「アプリケーションの追加と削除」ユーティリティを使用し
て、システムから J2SE, v. 1.4.0プラットフォームをアンインストールします。

� Linux 環境の場合
rpmを使用して、システムから J2SE, v. 1.4.0プラットフォームをアンインストール
します。

� Solarisオペレーティング環境の場合
pkgrm と patchrm コマンドを使用して、システムから J2SE, v. 1.4.0プラット
フォームと関係する Solaris パッチをアンインストールします。

注意 - J2SE, v. 1.4.0プラットフォームとこれに関係する Solarisパッチを削除する
と、システムの動作が退化することがあります。J2SE, v. 1.4.0プラットフォー
ムとこれに関係する Solarisパッチをシステムから削除する方法について不明
な点がある場合は、システム管理者に連絡してください。

これらのコマンドについての詳細は、pkgrmおよび patchrmのマニュアルページ
を参照してください。

# exit
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第3章

Sun ONE Studio 4 IDEのインストール

この章では、製品 CD やWeb サイトのダウンロードページを用いて、Sun ONE
Studio 4 update 1, Community Editionソフトウェアをインストールする方法を、順を
追って説明します。インストール方法はサポートされているプラットフォーム別に説
明します。また、この IDE のインストールで作成されるサブディレクトリの内容や、
IDE のアンインストール方法についても説明します。

Sun ONE Studio 4 update 1, Community Editionは、スタンドアロンな製品として、
または製品パッケージソフトの一部として、インストールすることができます。
CD-ROMを使用してインストールする場合には、インストール中に製品構成を選択す
ることができます。ソフトウェアをWebからダウンロードして使用する場合は、イン
ストーラを起動した時に製品構成が設定されます。

以前のソフトウェアリリースのサポート
以前のバージョンの Forte™ for Java IDE を Sun ONE Studio 4 ソフトウェアにアップ
グレードする場合は、以下のことを検討する必要があります。

� 以前のバージョンの IDE を残すかどうかを決定します。以前のバージョンの IDE
を残す場合は、Sun ONE Studio 4 ソフトウェアをインストールするディレクトリ
として、現在と異なるディレクトリを指定します。

以前のバージョンの IDE と同じディレクトリを使用するには、Sun ONE Studio 4
ソフトウェアをインストールする前に以前のバージョンをアンインストールする必
要があります。
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� 現在の IDE ユーザー設定を残すかどうかを決定します。新しいバージョンの IDE
で現在のユーザー設定を使用する場合は、最初の IDE設定で現在のユーザーディレ
クトリの場所を指定する必要があります。詳細は、第 4章をお読みください。

Sun ONE Studioの共有
インストールした Sun ONE Studio 4を複数のユーザーの間で共有する場合は、IDE
を共有ディレクトリにインストールする必要があります。

Microsoft Windows システムに IDE をインストールした場合は、IDEを初めて起動し
た直後に表示されるダイアログを使用して、そのユーザー専用のユーザーディレクト
リを設定する必要があります。これは、共有または非共有のどちらのインストールで
も同じです。

サポートされている Solarisまたは Linux 環境に IDE をインストールすると、すべて
のユーザー設定は、各ユーザーのホームディレクトリの下に作成される
ffjuser40ce ディレクトリに保存されます。この設定は、共有または非共有のどち
らのインストールでも同じです。

サポートされているプラットフォームへの Sun
ONE Studio 4ソフトウェアのインストール
以下では、サポートされているプラットフォーム別に Sun ONE Studio 4 IDE のイン
ストール方法を説明します。

Sun ONE Studio 4 IDE のインストールには、以下の 2種類があります。

� GUI (Graphical User Interface) インストールプログラムを使用する方法 -この章で
引き続き説明します。

� コマンド行を使ったインストール方法 - GUI機能を使用できない場合、もしくはこ
の機能を使用したくない場合に用いる方法です。詳しくは36ページの「コマンド
行オプションを使用した IDE のインストール」を参照してください。
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十分なディスク領域の確保

インストールプログラムを実行させるには、製品 CD を挿入するコンピュータの
/tmp ディレクトリに 50Mバイトの空きディスク領域が必要です。インストール作業
を始める前に、十分な領域があるか確認してください。必要なディスク領域は、サ
ポートされているすべてのプラットフォームに共通です。

Microsoft Windows システムへのインストール

サポートされている Microsoft Windows システムへの Sun ONE Studio 4 IDE のイン
ストールは、製品 CD にある GUIインストールプログラム使用して行うか、また
は.exeファイルを製品のダウンロードページからダウンロードして行います。

注 - Sun ONE Studio 4 IDE をインストールするには、システムに J2SE, v. 1.3.1また
は J2SE, v. 1.4.0プラットフォームがインストールされている必要があります。
IDEは J2SE, v. 1.4.0_02プラットフォームと組み合わせることを推奨します。こ
のソフトウェアのインストール方法については、第 2章を参照してください。

1. インストールを開始します。

� 製品 CD から IDE をインストールする場合、Sun ONE Studio 4 update 1 の製品
CD を挿入します。「製品選択ウィザード」が表示されます。

「製品選択ウィザード」が表示されない場合は、自動実行 (Autorun)機能が無効に
なっている可能性があります。この場合は次の手順に従います。

a. 「アプリケーションの追加と削除」ユーティリティを起動し、CD ディレクトリの
一覧を表示します。

b. 「プログラムの追加」を選択し、「CD またはフロッピー」をクリックします。

c. 「setup.exe」を選択し、「OK」をクリックします。

d. 「実行」をクリック、またはsetup.exe をダブルクリックします。

� Webの製品ダウンロードページからのインストールは、以下を行います。

a. Sun ONE Studio 4 update 1 ダウンロードページ
(http://sun.co.jp/software/sundev/jde/try/index.html) から
ffj_ce_win32.exe インストーラをダウンロードします。
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b. s1studio-download-directory にファイルを保存します。

c. s1studio-download-directory にある ffj_ce_win32.exe をダブルクリックします。
開始画面が表示されます。

d. 手順 4 に進みます。

注 - Sun ONE Studio 4 IDE のインストール中にエラーが発生した場合は、第 7章
「障害追跡」を参照してください。

2. 「製品選択ウィザード」から「Sun ONE Studio 4 update 1, Community Edition」を選
択します。

製品リストの下に、この Editionの簡単な説明が表示されます。

3. 「インストール」をクリックします。

注 - インストールを実行すると、インストールウィザードによって青い Sun ONE
Studio 区画が表示され、「インストールプログラムを起動中」というテキスト
が表示されます。その後、その前面に別のインストール区画が表示されます。イ
ンストールの実行中はどちらの区画も開いたままにしておきます。大きな青い区
画を前面に表示すると、次に表示するインストール区画が隠れてしまいます。小
さなインストール区画を前面に表示し、両方の区画が見えるようにしてくださ
い。

4. InstallShield ウィザードの開始画面が表示されたら、「次へ」をクリックします。

ライセンス契約書の条項が表示されます。

5. ライセンス契約書の条項に目を通します。次に進むには、ライセンス契約書の条項に
同意して、「次へ」をクリックします。

インストールに進むには、必ずライセンス契約書の条項に同意する必要があります。

インストーラが、システム上の対応している Java 2 SDK v. 1.3.1または v. 1.4.0を探し
ます。
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6. 対応している Java 2 SDK ソフトウェアがある場所を設定して、「次へ」をクリック
します。

Sun ONE Studio 4 updata 1は、Java 2 SDK ソフトウェアの v. 1.3.1または v. 1.4.0の
いずれかにローカルまたはネットワークからアクセスします。インストール済みの
Java 2 SDK ソフトウェアを指定してください。

7. デフォルトのインストール先フォルダをそのまま受け入れるか、「ブラウズ」をク
リックして別のフォルダを選択します。「次へ」をクリックして、インストールに進
みます。

8. インストールする Sun ONE Studio 4 update 1 コンポーネントを選択し、「次へ」を
クリックします。

次のコンポーネントがあります。

� Core Platform and Modules (必須: 緑色のチェックマークがついています)
� PointBase Server 4.2 Restricted Edition (チェックマークの選択解除ができます)

9. .java および .nbm ファイルを IDE に関連付けるかどうかの指定をします。「次
へ」をクリックして次に進みます。

これらのファイルタイプを関連付けると、ファイルを開いたときに自動的に IDE が起
動します。

10. 表示されたインストール情報から、IDE のインストール場所、選択内容、およびイン
ストールの合計サイズを確認します。「次へ」をクリックします。

11. インストールが終了したら、「終了」をクリックしてインストールウィザードを終了
します。

12. 『リリースノート』にアクセスして、このリリースに関する重要情報に目を通しま
す。『リリースノート』を見るには、以下のいずれかにアクセスしてください。

� 製品 CD の image\Documentation\relnote41.html ファイル
� http://sun.co.jp/forte/ffj/documentation/index.html

13. 第 4 章の 「Sun ONE Studio 4 IDE の設定」に進みます。

Linux 環境へのインストール

Linux 環境への IDE のインストールは、Sun ONE Studio 4 update 1 の製品 CD を使
用するか、製品のダウンロードページから.binファイルをダウンロードして行いま
す。
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注 - Sun ONE Studio 4 IDE をインストールするには、システムに J2SE, v. 1.3.1また
は J2SE, v. 1.4.0プラットフォームがインストールされている必要があります。
Sun ONE Studio 4 IDEは J2SE, v. 1.4.0_02プラットフォームと組み合わせること
を推奨します。このソフトウェアのインストール方法については、第 2章を参
照してください。

1. インストールを開始します。

� CD から IDE をインストールする場合、Sun ONE Studio 4 update 1の製品 CD を
挿入します。

a. 「Do you wish to run /mnt/cdrom/autorun?」と表示されたら「Yes」を選択しま
す。「製品選択ウィザード」が表示されます。

b. 手順 2 に進みます。

� Webの製品ダウンロードページからのインストールは、以下のことを行います。

a. http://sun.co.jp/software/sundev/jde/try/index.html から
ffj_ce_linux.bin インストーラをダウンロードします。

b. s1studio-download-directory にファイルを保存します。

c. ローカルシステムに表示が行われるように DISPLAY 環境変数を設定します。

ローカルシステムにインストールする場合は、DISPLAY環境変数を :0.0に設定
します。スーパーユーザー (root)アカウントを使用しているか、リモートインス
トールを行っている場合は、ローカルシステムに表示が行われるようにスーパー
ユーザーセッションの DISPLAY環境変数を設定します。

たとえば C シェルを実行している rootアカウントから設定するには、スーパー
ユーザーセッションのコマンドプロンプトで以下を入力します。

d. ffj_ce_linux.bin ファイルに実行権限を設定し、以下を入力することによっ
て、ffj_ce_linux.bin を実行します。

# setenv DISPLAY your-local-system:0.0

$ cd s1studio-download-directory
$ chmod a+x ffj_ce_linux.bin
$ ffj_ce_linux.bin
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注 - Sun ONE Studio 4 IDE のインストール中にエラーが発生した場合は、第 7章
「障害追跡」を参照してください。

e. 手順 4 に進みます。

2. 「製品選択ウィザード」が表示されたら、「Sun ONE Studio 4 update 1, Community

Edition」を選択します。

製品リストの下にこの Editionの簡単な説明が表示されます。

3. 「インストール」をクリックします。

注 - インストールを実行すると、インストールウィザードによって青い Sun ONE
Studio 区画が表示され、「インストールプログラムを起動中」というテキスト
が表示されます。その後、その前面に別のインストール区画が表示されます。イ
ンストールの実行中はどちらの区画も開いたままにしておきます。大きな青い区
画を前面に表示すると、次に表示するインストール区画が隠れてしまいます。小
さなインストール区画を前面に表示し、両方の区画が見えるようにしてくださ
い。

4. InstallShield ウィザードの開始画面が表示されたら、「次へ」をクリックします。

ライセンス契約書の条項が表示されます。

5. ライセンス契約書の条項に目を通します。次に進むには、ライセンス契約書の条項に
同意して、「次へ」をクリックします。

インストールに進むには、必ずライセンス契約書の条項に同意する必要があります。

インストーラが、システムから対応している Java 2 SDK v. 1.3.1または v. 1.4.0を探し
ます。

6. 対応している Java 2 SDK ソフトウェアがある場所を設定して、「次へ」をクリック
します。

IDEは、Java 2 SDKソフトウェアの v. 1.3.1または v. 1.4.0のいずれかにローカルまた
はネットワークからアクセスします。インストール済みの Java 2 SDKソフトウェアを
指定してください。

7. デフォルトのインストール先フォルダをそのまま受け入れるか、「ブラウズ」をク
リックして別のフォルダを選択します。「次へ」をクリックして、インストールに進
みます。
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注 - インストール先ディレクトリ名に空白や日本語を含めることはできません。空の
ディレクトリ、または新規のディレクトリである必要があります。

8. インストールする Sun ONE Studio 4 コンポーネントを選択します。

次のコンポーネントがあります。

� Core Platform and Modules (必須: 緑色のチェックマークがついています)
� PointBase Server 4.2 Restricted Edition (チェックマークの選択解除ができます)

9. 「インストール情報」ダイアログでインストールの選択内容を確認して、「次へ」を
クリックします。

インストールウィザードによって、選択された Sun ONE Studio 4 コンポーネントが
インストールされます。

10. 表示されたインストール情報から、IDE のインストール場所、選択内容、およびイン
ストールの合計サイズを確認します。「次へ」をクリックします。

11. インストールが終了したら、「終了」をクリックしてインストールウィザードを終了
します。

12. 『リリースノート』にアクセスして、このリリースに関する重要情報に目を通しま
す。『リリースノート』を見るには、以下のいずれかにアクセスしてください。

� 製品 CD の image\Documentation\relnote41.html ファイル
� http://sun.co.jp/forte/ffj/documentation/index.html

13. 第 4 章の「Sun ONE Studio 4 IDE の設定」に進みます。

Solaris オペレーティング環境へのインストール

Solarisオペレーティング環境への IDEのインストールは、Sun ONE Studio 4 update
1の製品 CD を使用するか、製品のダウンロードページから.binファイルをダウン
ロードして行います。
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注 - Sun ONE Studio 4 IDE をインストールするには、システムに J2SE, v. 1.3.1また
は J2SE, v. 1.4.0プラットフォームがインストールされている必要があります。
Sun ONE Studio 4 IDEは J2SE, v. 1.4.0_02プラットフォームと組み合わせること
を推奨します。このソフトウェアのインストール方法については、第 2 章を参
照してください。

1. インストールを開始します。

� CD から IDE をインストールする場合、Sun ONE Studio 4 update 1の製品 CD を
挿入します。(Solaris 7オペレーティング環境のシステムに製品 CD を挿入する
と、「Not a suppoted platform」というメッセージが表示されます。)

a. 「製品選択ウィザード」が表示されます。

自動実行機能を使用できないシステムの場合は、ファイルマネージャが表示されま
す。

i. CD の中で volstart インストールプログラムファイルを探します。

ii. volstart ファイルを実行します。

b. 手順 2 に進みます。

� Webの製品ダウンロードページからのインストールは、以下のことを行います。

a. http://sun.co.jp/software/sundev/jde/try/index.html から
ffj_ce_solsparc.bin インストーラをダウンロードします。

b. s1studio-download-directory にファイルを保存します。

c. ローカルシステムに表示が行われるように DISPLAY 環境変数を設定します。

ローカルシステムにインストールする場合は、DISPLAY環境変数を :0.0に設定
します。スーパーユーザー (root)アカウントを使用しているか、リモートインス
トールを行っている場合は、ローカルシステムに表示が行われるようにスーパー
ユーザーセッションの DISPLAY環境変数を設定します。

たとえば C シェルを実行している rootアカウントから設定するには、スーパー
ユーザーセッションのコマンドプロンプトで以下を入力します。

# setenv DISPLAY your-local-system:0.0
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d. ffj_ce_solsparc.bin ファイルに実行権限を設定し、以下を入力することに
よって、ffj_ce_solsparc.bin を実行します。

注 - Sun ONE Studio 4 IDE のインストール中にエラーが発生した場合は、第 7章
「障害追跡」を参照してください。

e. 手順 4 に進みます。

2. 「製品選択ウィザード」から「Sun ONE Studio 4 update 1, Community Edition」を選
択します。

製品リストの下にこの Editionの簡単な説明が表示されます。

3. 「インストール」をクリックします。

注 - インストールを実行すると、インストールウィザードによって青い Sun ONE
Studio 区画が表示され、「インストールプログラムを起動中」というテキスト
が表示されます。その後、その前面に別のインストール区画が表示されます。イ
ンストールの実行中はどちらの区画も開いたままにしておきます。大きな青い区
画を前面に表示すると、次に表示するインストール区画が隠れてしまいます。小
さなインストール区画を前面に表示し、両方の区画が見えるようにしてくださ
い。

4. InstallShield ウィザードの開始画面が表示されたら、「次へ」をクリックします。

ライセンス契約書の条項が表示されます。

5. ライセンス契約書の条項に目を通します。次に進むには、ライセンス契約書の条項に
同意して、「次へ」をクリックします。

インストールに進むには、必ずライセンス契約書の条項に同意する必要があります。

インストールプログラムが、システムから対応している Java 2 SDK v. 1.3.1または v.
1.4.0を探します。

$ cd s1studio-download-directory
$ chmod a+x ffj_ce_solsparc.bin
$ ffj_ce_solsparc.bin



第 3章    Sun ONE Studio 4 IDEのインストール    35

6. 対応している Java 2 SDK ソフトウェアがある場所を設定して、「次へ」をクリック
します。

IDEは、Java 2 SDKソフトウェアの v. 1.3.1または v. 1.4.0のいずれかにローカルまた
はネットワークからアクセスします。インストール済みの Java 2 SDKソフトウェアを
指定してください。

7. デフォルトのインストール先フォルダをそのまま受け入れるか、「ブラウズ」をク
リックして別のフォルダを選択します。「次へ」をクリックして次に進みます。

注 - インストール先ディレクトリ名に空白を含むことはできません。空のディレクト
リまたは新規のディレクトリである必要があります。

8. インストールする Sun ONE Studio 4 コンポーネントを選択し、「次へ」をクリック
します。

次のコンポーネントがあります。

� Core Platform and Modules (必須：緑色のチェックマークがついています)
� PointBase Server 4.2 Restricted Edition (チェックマークの選択解除ができます)

9. 「インストール情報」ダイアログでインストールの選択内容を確認して、「次へ」を
クリックします。

インストールウィザードによって、選択された Sun ONE Studio 4 コンポーネントが
インストールされます。

10. 表示されたインストール情報から、IDE のインストール場所、選択内容、およびイン
ストールの合計サイズを確認します。「次へ」をクリックします。

11. インストールが終了したら、「終了」をクリックしてインストールウィザードを終了
します。

12. 『リリースノート』にアクセスして、このリリースに関する重要情報に目を通しま
す。『リリースノート』を見るには、以下のいずれかにアクセスしてください。

� 製品 CD の image\Documentation\relnote41.html ファイル
� http://sun.co.jp/forte/ffj/documentation/index.html

13. 第 4 章の「Sun ONE Studio 4 IDE の設定」に進みます。
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コマンド行オプションを使用した IDEのインス
トール
次に、コマンド行オプションを使用して Sun ONE Studio 4 IDE をインストールする
方法を説明します。「インストーラ名.sp」の名前でファイルを作成し、そのファイ
ルに、IDE のインストールに使用するコマンド行オプションを追加する必要がありま
す。

1. http://sun.co.jp/software/sundev/jde/try/index.html からインストー
ラをダウンロードします。Sun ONE Studio 4 update 1 の製品 CD の
image/ffj_installers_ce ディレクトリにあるインストーラを使用することもで
きます。

s1studio-download-directory にインストーラを保存します。

� コマンド行オプションを使うインストールで「インストーラ名.sp」ファイルを使
用する場合、以下のとおりプラットフォームに対応したインストーラファイルをダ
ウンロードします。

Microsoft Windowsシステムの場合 : ffj_ce_win32.exeファイル
Solaris 環境の場合 : ffj_ce_solsparc.binファイル
Linux 環境の場合 : ffj_ce_linux.binファイル

� コマンド行で直接インストールオプションを入力する場合には、ffj_ce.jarファ
イルをダウンロードします。手順 4に進んでください。

2. 使用するコマンド行インストールの方法を選択します。

この Editionにコマンド行オプションを使用する方法は、次の 2通りです。

� 「インストーラ名.sp」ファイルを作成して使用するインストールオプションを追
加して、手順 1 でプラットフォームに応じてダウンロードしたインストーラを使用
します。
たとえば、Microsoft Windows システムの場合は ffj_ce_win32.exeファイルと
ffj_ce_win32.sp ファイルを使用します。

� ffj_ce.jar ファイルを使用し、インストールオプションをコマンド行に直接入
力します。
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注 - Solaris 8オペレーティング環境 (32ビット SPARC版)など、Sun ONE Studio 4
update 1が限定的にサポートしているプラットフォームに IDEをインストール
する場合は、ffj_ce.jarファイルを使用してください。

3. 「インストーラ名.sp」ファイルを使用してコマンド行インストールを行う場合は、
必要なファイルを s1studio-download-directory 内に作成します。

IDE のインストーラは、「インストーラ名.sp」ファイルに含まれているコマンド行
オプションを読み取ります。

Microsoft Windows システムの場合、ffj_ce_win32.spという名前のファイルを作
成して s1studio-download-directoryに保存します。Solarisおよび Linux環境の場合、そ
れぞれ ffj_ce_solsparc.sp、ffj_ce_linux.spという名前のファイルを作成
し、s1studio-download-directory に保存します。

インストールオプションをコマンド行に直接入力する方法を選択した場合には、「イ
ンストーラ名.sp」ファイルは必要ありません。

4. 使用するコマンド行オプションとそれらの値を決めます。

表 3-1は、さまざまなコマンド行オプションとそれらのデフォルト値 (存在する場合)
をまとめています。オプションには、正式名、略称のどちらでも使用することができ
ます。

表 3-1 Sun ONE Studio 4のコマンド行インストールオプション

インストールオプション 説明

fortehome=s1studio-install-directory
fh=s1studio-install-directory

IDE のインストール先のディレクトリを指定する。-silentモード
を使用する場合、このコマンド行パラメータは必須

jdkhome=jdkhome-dir
jh=jdkhome-dir

IDE と組み合わせる対応 Java 2 SDK バージョンの場所を設定する。
インストーラは、この Java 2 SDKソフトウェアを使用するように
IDE を設定する。-silentモードを使用する場合、このコマンド行
パラメータは必須
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5. 「インストーラ名.sp」ファイルを使用する場合、コマンド行オプションを .sp ファ
イルに追加します。

以下は、Microsoft Windows システムの ffj_ce_win32.spファイルの例です。

以下は、Solaris環境の ffj_ce_solsparc.spファイルの例です。

6. コマンド行からインストーラを起動します。

pointbaseinstall=yes

pointbaseinstall=no

pi=yes

pi=no

PointBase Server 4.2 Restricted Editionをインストールするかどうか
を指定する。デフォルト値は yes

-silent このオプションはコマンド行で指定する。インストーラ名.spファ
イルでは使用しない。指定しなかった場合は、Installshieldウィザー
ドが表示される。-silentを .spファイルに指定した場合は、イン
ストーラの起動に使用されたコマンドウィンドウにエラーメッセー
ジが表示される

fh=C:\ffj
jh=C:\j2sdk1.4.0_02
pi=yes

fh=/yourserver/ffj
jh=/usr/j2se
pi=yes

表 3-1 Sun ONE Studio 4のコマンド行インストールオプション (続き)

インストールオプション 説明
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� 「インストーラ名.sp」ファイルを使用する場合、s1studio-download-directory から
インストーラを実行します。インストーラは「インストーラ名.sp」ファイルに指
定したオプションを使用します。

Microsoft Windows システムの場合は、コマンドプロンプトウィンドウで以下を入力
します。

Solaris環境の場合は、端末エミュレータで以下のように入力します。

インストーラは、コマンドプロンプトウィンドウに以下を表示します。

� ffj_ce.jar ファイルを使用する場合は、手順 4で選択したインストールオプ
ションを指定して ffj_ce.jarファイルを実行します。

たとえば、Microsoft Windowsシステムの場合は、コマンドプロンプトウィンドウ
に以下を入力します。

同様に、solaris または Linux 環境の場合は、端末エミュレータに以下を入力しま
す。

C:\>cd s1studio-download-directory
C:\s1studio-download-directory> ffj_ce_win32.exe -silent

$ cd s1studio-download-directory
$ ffj_ce_solsparc.bin -silent

InstallShield Wizard

InstallShield Wizard を初期化中です...

Java(tm) 仮想計算機を検索中です ...
.........
InstallShield Wizard を実行中です ...

C:\>java -Dfh=C:\forte4j -Djh=C:\j2sdk1.4.0_02 -Dpi=yes -jar
ffj_ce.jar

$ java -Dfh=/yourserver/forte4j -Djh=/usr/j2se -Dpi=yes -jar
ffj_ce.jar
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エラーが発生すると、コマンドプロンプトウィンドウまたは端末エミュレータにエ
ラーメッセージが表示されます。

注 - Sun ONE Studio 4 IDE のインストール中にエラーが発生した場合は、第 7章
「障害追跡」を参照してください。

7. 第 4 章の 「Sun ONE Studio 4 IDE の設定」に進みます。

インストールで作成されたサブディレクトリの確
認
Sun ONE Studio 4 IDE をインストールすると、Sun ONE Studio 4 update 1のインス
トール先ディレクトリである s1studio-install-directory に、表 3-2に示すサブディレク
トリが作成されます。

表 3-2 Sun ONE Studio 4のサブディレクトリ

サブディレクトリ名 説明

/_uninst IDE のアンインストールに使用されるファイルが含まれる

/beans IDE にインストールされた JavaBeans™ コンポーネントが
含まれる

/bin Sun ONE Studio 4の起動スクリプト (Microsoft Windows

の場合は ide.cfgファイルも) が含まれる。

/docs Sun ONE Studio 4のヘルプファイルと、その他の各種ド
キュメントが含まれる

/lib IDE実装の中核となる JARファイルと、オープン APIが含
まれる

/modules Sun ONE Studio 4モジュールの JARファイルが含まれる

/platform (Solaris のみ)プラットフォーム固有のファイルが含まれる
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/pointbase 4つのサブディレクトリ (client、databases、docs、

server) が含まれる。clientディレクトリには、
PointBase コンソールとコマンド行ユーティリティ、サンプ
ルの PointBaseアプリケーションが含まれる。databases
ディレクトリにはサンプルのデータベースが含まれる。
docsディレクトリには PointBaseのドキュメントが含まれ
る。serverディレクトリには PointBase サーバーが含ま
れる

/sources ライブラリのソースが含まれる。これらのソースは、ユー
ザーアプリケーションと一緒に再配布することができる

/system IDE が特別な目的に使用するファイルとディレクトリが含
まれる。個人の s1studio-user-directory ディレクトリに
ide.logと project.basic_hiddenおよび
project.lastがあり、ide.logは技術サポートを受け
るときに有用な情報を提供する。また 2つの project

ファイルには、Sun ONE Studio 4プロジェクトに関する情
報が含まれている

/tomcat401 Tomcat専用のファイルが含まれる

update_tracking.xml アップデートセンターが使用する情報が含まれる

表 3-2 Sun ONE Studio 4のサブディレクトリ (続き)

サブディレクトリ名 説明
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Sun ONE Studio 4 IDEのアンインストール
アンインストールウィザードを使用して、IDE をアンインストールすることができま
す。Sun ONE Studio 4 update 1 IDE は以下の手順でアンインストールできます。

1. s1studio-install-directory/_uninst ディレクトリからアンインストーラを起動します。

� Microsoft Windows システムの場合は、s1studio-install-directory/_uninstディレ
クトリにある uninstaller.exeファイルを実行するか、コントロールパネルの
「アプリケーションの追加と削除」ユーティリティを使用します。

� Solarisまたは Linux 環境の場合は、DISPLAY環境変数が正しく設定されているこ
とを確認して、以下を入力します。

アンインストーラの開始画面が表示されます。

2. 開始画面で「次へ」をクリックします。

Sun ONE Studio 4コンポーネントのリストが表示されます。

3. アンインストールするコンポーネントを選択して、「次へ」をクリックします。

4. 「次へ」をクリックして、アンインストールするコンポーネントを確認します。

アンインストーラウィザードが IDE のアンインストールに進みます。

5. 「完了」をクリックして、アンインストーラウィザードを終了します。

$ java -jar uninstall.jar
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第4章

インストールした Sun ONE Studio 4 IDE
の使用方法

Sun ONE Studio 4 IDE をインストールしたら、この章の説明に従ってその起動、設
定、登録を行ってください。この章では、使用可能なコマンド行スイッチオプション
についても詳しく説明します。

Sun ONE Studio 4 IDEの設定
IDE を初めて起動すると、次のことを行うよう促されます。

� ソフトウェアの登録
� IDE で使用するユーザーディレクトリの指定
� 自動的にアップデートチェックを行うかどうかの指定

以下の手順に従って最初の IDE 環境の設定をしてください。
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1. Sun ONE Studio 4 IDE を起動します。

� Microsoft Windows システムの場合、デスクトップに作成された「Sun ONE
Studio 4 CE」アイコンをダブルクリックするか、「スタート」から「プログラム」
->「Sun Microsystems」->「Sun ONE Studio 4 CE」->「Sun ONE Studio」を選択
します。また、コマンドプロンプトウィンドウで以下を入力することによって起動
することもできます。

このバージョンの Sun ONE Studio 4 IDE を Microsoft Windows システムにインス
トールして初めて起動したときは、手順 2に進みユーザーディレクトリを指定しま
す。

� Solarisまたは Linux 環境の場合は、端末エミュレータで以下を入力します。

手順 3に進みます。

2. (Microsoft Windows システムの場合のみ) IDE の設定およびプロジェクト情報を保存
するディレクトリを入力して、「了解」をクリックします。

必ず、システムから常にアクセスできる場所にあるディレクトリを作成してくださ
い。別のバージョンの IDE がインストールされている場合は、IDE のバージョンごと
に異なるユーザーディレクトリを使用します。このディレクトリは、IDE がインス
トールされているディレクトリとは異なるものにします。

Microsoft Windows システムの場合、ユーザーディレクトリの名前は
「ドライブ名 :ディレクトリパス\ffjuser40ce」にすることを推奨します。この名
前は、HKEY_CURRENT_USERレジストリの Software\Sun Microsystems,

Inc./Forte for Javaキーの UserDir値として登録されます。IDEをアンインス
トールしてもこの値は削除されません。意図的に Microsoft Windows のレジストリか
ら削除されない限り、この UserDir値はこのバージョンの IDE の以降のインストー
ルでも再利用されます。別の場所をユーザーディレクトリとして使用する場合の問題
については、第 7章の表 7-3を参照してください。

「設定インポートウィザード」が表示されます。

C:\>cd s1studio-install-dir\bin
C:\s1studio-install-dir\bin>runidew.exe

$ cd s1studio-install-dir/bin
$ runide.sh
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3. 「設定インポートウィザード」で、以前のバージョンの IDE の設定をインポートする
かどうかを指定します。

� 以前のユーザー設定をインポートしない場合は、「いいえ」を選択し、「完了」を
クリックして、ウィザードを終了します。

Microsoft Windowssシステムの場合は、ユーザーディレクトリは手順 2で作成さ
れるか、この IDEの旧バージョンをインストールしたときに指定したユーザーディ
レクトリに設定されます (レジストリから以前の UserDir値が削除されていない
場合)。

Solaris または Linux 環境の場合は、デフォルトのユーザーディレクトリが作成さ
れて、$HOME/ffjuser40ceという名前になります。

� 以前のユーザー設定をインポートする場合は、「はい」を選択して「次へ」をク
リックします。

以前にインストールした IDE用のユーザーディレクトリの場所を指定するよう促さ
れます。

a. パスを指定するか、「ブラウズ」をクリックしてディレクトリを選択し、「次へ」
をクリックします。

設定がインポートされます。

b. 「完了」をクリックして、ウィザードを終了します。

IDEの起動が進み、「設定ウィザード」が表示されます。

4. ファイアウォールがある場合は、プロキシサーバー情報を指定します。

5. 「ウィンドウモード」を選択し、「次へ」をクリックして設定を続けます。

6. 「完了」をクリックして IDE の起動を続けるか、「次へ」をクリックして別の設定オ
プションの設定に進みます。

� 「完了」をクリックすると IDEの起動が進み、いくつかのウィンドウが表示されま
す。「登録ウィザード」が表示されたら手順 10に進みます。

� 「次へ」をクリックすると、「モジュールのインストール」区画が表示されます。

7. 「モジュールのインストール」区画では、インストールした各モジュールの使用可能
または使用不可を指定します。

デフォルトでは、IDE とともにインストールされたすべてのモジュールが使用可能に
なっています。モジュールを使用不可にするには、以下の操作を行います。
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a. モジュールの「使用可能」プロパティ値をクリックします。

b. もう一度クリックして「False」を選択し、使用不可にします。

8. 設定を続ける場合は「次へ」を、IDE の起動を続ける場合は「完了」をクリックしま
す。

� 「完了」をクリックすると IDEの起動が続けられ、いくつかのウィンドウが表示さ
れます。「登録ウィザード」が表示されたら手順 10に進みます。

� 「次へ」をクリックすると、「アップデートセンター」区画が表示されます。

9. 「アップデートセンター」区画では、アップデートセンターを自動的にチェックする
間隔を指定します。選択したモジュールのアップデート取得先として、Sun ONE

Studio アップデートセンターを選択します。

「完了」をクリックして IDE の起動を続けます。複数のウィンドウが表示され「登録
ウィザード」が表示されます。

10. 「登録ウィザード」で登録方法を選択します。

� 「Webを使用して登録」を選択すると、Webを使用して Sun ONE Studio 4ソフト
ウェアを登録します。Sun ONE Studio 4の Editionを変更した場合は、既存の登録
情報を編集することができます。

Webブラウザに登録ページが表示され、ユーザー登録や Sun ONE Studio 4
Developer Resources アカウントの新規作成、アカウントの更新を行うことができ
ます。

Webから Sun ONE Studio 4ソフトウェアを登録すると、以下のことができます。

� アップデートセンターを使った、使用環境に適応した新しいモジュールやアップ
デートのダウンロードおよびインストール

� Early Accessプログラム (http://forte.sun.com/eap)への加入と IDE の新
しい非公開版ビルド、Sun ONE Studio 4 モジュールのプレビューリリース、
パッチ、バグ修正コードの入手

� 製品発表の入手
� アップデートセンターや Early Accessプログラム、Sun Download Center (ここ
から Sun ONE Studio 4 IDE を入手できる)への同一ユーザー名とパスワードで
のアクセス

Sun ONE Studio Developer Resourcesや Sun Download Center、mysun.sun.com
にすでにユーザー登録している場合は、同じユーザー名とパスワードを使用するこ
とができますが、追加情報を入力する必要があります。
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注 - Web を使用して Sun ONE Studio Developer Resources アカウントを管理するに
は、IDEのメインウィンドウから「ヘルプ」->「登録ウィザード」を選択する
か、Web ブラウザで http://forte.sun.com/services/

registration/accountmaintenance.htmlを開きます。
ユーザー登録に関する日本語の説明は、以下のURLにあります。
http://sun.co.jp/forte/ffj/prodreg/ffj_userregis.html

� ファックスまたは電子メールによる登録

この登録方法は Sun ONE Studio 4 IDE のみの登録になります。

Sun ONE Studio Developer Resourcesへのユーザー登録は、後で IDEのメインウィン
ドウの「ヘルプ」->「登録ウィザード」を使用して行うこともできます。

11. 「自動更新検査」ダイアログで、新しい IDE アップデートの有無を確認するかどうか
を指定します。

� 「はい」を選択すると、「アップデートセンターウィザード」が表示されます。そ
の場合は、ウィザードの指示に従って、自動更新の設定を行ってください。

� 「いいえ」を選択する場合、後で IDE のメインウィンドウの「ツール」->「アップ
デートセンター」を使用して、「アップデートセンターウィザード」を起動するこ
とができます。

起動コマンド行オプションの使用方法
サポートされているどのプラットフォーム用の IDE 起動スクリプトも、追加のオプ
ションを付けて実行することができます。これらのコマンド行オプションは、フラグ
と組み合わせて指定します。

以下は、サポートされている Microsoft Windows システムにおける入力例です。

以下は、Linux または Solaris環境における入力例です。

C:\>runidew.exe -help

# runide.sh -help
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これらのオプションは、s1studio-install-dir/bin/ide.cfgで指定することもできま
す。IDE は、コマンド行オプションを構文解析する前にこのファイルを読み取りま
す。ide.cfg では、オプションを複数の行に分けて指定することができます。

表 4-1は、サポートされているすべてのプラットフォームで使用できる起動コマンド
行オプションをまとめています。

表 4-1 コマンド行スイッチオプション

スイッチオプション 説明

-h
-help

用法を表示する

-jdkhome jdk-home-dir デフォルト以外の SDKを選択する。Microsoft Windows シ
ステムの場合、デフォルトでは IDEはレジストリを調べ
て、使用可能な最新の SDKを選択する

-hotspot
-server
-client
-classic
-native
-green

デフォルトに優先して使用する JVM™のタイプを指定す
る。JVMは Java virtual machineの略語で、Java プラット
フォーム用の仮想マシンを意味する

-cp:p additional-classpath IDEのクラスパスの先頭に指定されたクラスパスを付加す
る

-cp:a additional-classpath IDEのクラスパスの最後に指定されたクラスパスを付加す
る

-ui UI_class-name IDEの Look & Feelとして指定されたクラスを選択する

-fontsize size IDEのユーザーインタフェースで使用するフォントサイズ

(ポイント数で指定) を設定する

-single 個人の s1studio-user-dirディレクトリではなく、
s1studioinstall-dirから IDE を起動する。シングルユーザー
モードで Sun ONE Studio 4を実行する。デフォルトのモー
ドはマルチユーザー
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Solarisおよび Linux 環境では、必要に応じて起動スクリプトを変更することができま
す。

-userdir s1studio-user-dir デフォルトに優先する s1studio-user-dirディレクトリ (ユー
ザー設定の保存場所)を指定する。
Microsoft Windowsシステムでは、このオプションを指定
しない場合には IDEを初めて起動したときに、使用する
ffj-user-dirディレクトリを指定する。この値はレジストリに
記録され、以降の起動で参照される
Solarisまたは Linux 環境の場合、デフォルトでは、この場
所は、user-home-dir/ffjuser40ce

-Jjvm-flags 指定されたフラグを JVM に直接渡す

-J-Xverify:none 起動を高速にするために、バイトコードの妥当性を検査し
ないよう JVM に指示する。バイトコードの検査には時間が
かかる。JVMは、メソッドが呼び出されなくても、クラス
が読み込まれるたびにすべてのバイトコードをスキャンし
て不正なバイトシーケンスを検出する。また、起動中に読
み込まれなくても、メソッド署名およびメソッド本体で参
照されているクラスを読み込む。ただし、このフラグを設
定すると、Java言語が提供する保護の一部が機能しなくな
る (詳細は、JVM のマニュアルを参照)

-J-Xms24m JVMの初期ヒープサイズを 24Mバイトに設定する。このス
イッチは、JVMがヒープサイズを拡張するのを防ぎ、これ
により IDEの高速な起動を可能にする

表 4-1 コマンド行スイッチオプション (続き)

スイッチオプション 説明
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第5章

Sun ONE Studio 4 IDEのカスタマイズ

この章では、インストールした Sun ONE Studio 4, Community Edition のカスタマイ
ズについて説明します。また、PointBase Server 4.2 Restricted Editionについても説明
します。

Sun ONE Studio 4 IDE をインストールすると PointBase Server 4.2 Restricted Edition
を利用できます。また、 JDBC 対応データベースドライバを組み込むことによって、
IDE で PointBase 以外のデータベースを利用することもできます。

注 - 以下では、IDEのインストールの際に PointBase Server 4.2 Restricted Edition が
インストールされているものとして説明を行っています。

PointBaseデータベースの使用方法
PointBase Server 4.2 Restricted Editionは、Sun ONE Studio 4 IDE のインストールで
提供されるデフォルトのデータベースです。このデータベースとデータベース表の使
用については、以下の PointBase のドキュメントをご覧ください。
s1studio-install-directory/pointbase/server/GettingStarted.html

s1studio-install-directory/pointbase/client/GettingStarted.html

PointBase データベースサーバーの起動

IDE で作成したアプリケーションから PointBase データベースにアクセスしたり、
PointBase ソフトウェアを使用して表またはデータベースを作成する場合は、前もっ
て PointBase データベースサーバーを起動しておく必要があります。
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PointBase データベースサーバーを起動するには、次の操作を行います。

� IDE のメインメニューから「ツール」->「PointBase ネットワークサーバー」->

「サーバーを起動」を選択します。

PointBase 4.2のウィンドウが表示されます。

PointBase データベースサーバーの停止

PointBase データベースサーバーを停止するには、次の操作を行います。

� IDE のメインメニューから「ツール」->「PointBase ネットワークサーバー」->

「サーバーを停止」を選択するか、PointBase 4.2 のウィンドウから「Server」->

「Shutdown!」を選択します。

PointBase クライアントコンソールの起動

PointBase コンソールを起動するには、次の操作を行います。

� Microsoft Windows システムの場合は、「スタート」メニューから「プログラム」->

「Sun Microsystems」->「Sun ONE Studio 4 CE」->「PointBase」->「Console」を
選択することによって PointBase クライアントコンソールを起動することができま
す。s1studio-install-directory/pointbase/client ディレクトリにある
console.bat をダブルクリックして起動することもできます。

「Connect to Database」というダイアログが表示されます。「OK」をクリックして
次に進みます。

� サポートされている Solaris または Linux 環境の場合は、以下を入力します。

「Connect to Database」というダイアログが表示されます。「OK」をクリックして
次に進みます。

PointBase クライアントコンソールの停止

PointBase クライアントコンソールを停止するには、コンソールのメニューから
「File」->「Exit」を選択します。

$ sh s1studio-install-dir/pointbase/client/Console



第 5章    Sun ONE Studio 4 IDEのカスタマイズ    53

Sun ONE Studio IDE 外部からの PointBase サーバーの起
動

Microsoft Windows 2000または XPシステムを使用している場合は、次のようにしま
す。

1. コマンドプロンプトで、以下のコマンドを入力します。

2. 次に、以下を入力します。

Microsoft Windows NT または 98システムを使用している場合には、次のようにしま
す。

1. コマンドプロンプトで、以下のコマンドを入力します。

2. 次に、以下を入力します。

Solarisまたは Linux 環境の場合には、次のようにします。

1. PB_JAVA_OPTS 環境変数に
"-Dpointbase.ini=s1studio-user-directory/pointbase/pointbase.ini" を設定します。
以下のように入力します。

cd s1studio-install-directory\pointbase\server

netserver.bat "-Dpointbase.ini=s1studio-user-directory\pointbase\
pointbase.ini" /win

cd s1studio-install-directory\pointbase\server

netserver.bat "-Dpointbase.ini=s1studio-install-directory\pointbase\
pointbase.ini" /win

$ setnv PB_JAVA_OPTS "-Dpointbase.ini=s1studio-user-directory/pointbase/
pointbase.ini"
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2. 次に、以下を入力して PointBase サーバーディレクトリに移動します。

3. 以下を入力してサーバーを起動します。

他の JDBC対応データベースの利用
この節の情報は、PointBase Server 4.2 Restricted Edition以外のデータベースドライバ
を使用する場合にのみ有効です。

Sun ONE Studio 4 IDEを起動する前に、Sun ONE Studio 4の lib/extディレクトリ
にデータベースドライバファイルを入れておく必要があります。こうすることによっ
て、「データベーススキーマ」ウィザードで新しいスキーマを作成するときに適切な
ドライバを選択できるようになります。IDE のエクスプローラにドライバファイルを
マウントすることはできません。また、CLASSPATH環境変数に単にドライバファイ
ルの場所を追加するだけでは機能しません。ドライバファイルを lib/extディレク
トリにコピーする必要があります。

$ cd s1studio-install-directory/pointbase/server

$ Server /win
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第6章

Sun ONE Studio 4 IDEの更新と情報の入
手先

この章では、Sun ONE Studio アップデートセンターからの IDE アップデートの入手
方法と情報の入手先に関する情報を提供します。

アップデートセンターを利用したモジュールの更
新
Sun ONE Studio 4 update 1, Community Editionをシステムにインストールした後、
アップデートセンターを利用して新しい IDE モジュールを追加したり、既存の IDE
モジュールを更新したりすることができます。以下の手順で IDE を更新してくださ
い。

1. IDE を起動します。

IDE の起動方法については、第 4章を参照してください。

2. IDE の開始画面で「アップデートセンター」を選択するか、IDE のメインウィンドウ
から「ツール」->「アップデートセンター」を選択します。

「アップデートセンター」ウィザードが表示されます。

3. アップデートセンターとして「Sun ONE Studio アップデートセンター」を選択し、
NetBeans アップデートセンターの選択を解除します。

4. 必要に応じて、「プロキシ構成」をクリックし、プロキシ構成の設定をします。

「プロキシ構成」ダイアログが表示されます。値を変更して「了解」をクリックし、
「アップデートセンターウィザード」に戻ります。
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5. 「次へ」をクリックして、Sun ONE Studio アップデートセンターへのログイン名と
パスワードを入力します。

ログイン名とパスワードの登録については、43ページの「Sun ONE Studio 4 IDE の
設定」の手順 10を参照してください。

アップデートセンターからダウンロード可能なモジュールの一覧が表示されます。

6. モジュールを個別に選択するか、「>>」ボタンをクリックすることによってすべての
モジュールを選択します。「<」ボタンを使用すると、自分のプラットフォームに適
当ではないバージョンを削除することができます。

7. 「次へ」をクリックし、アップデートセンターのインストール手順に従って操作を進
めます。

選択したモジュールがインストールされ、IDE が自動的に再起動します。

アップデートセンターの仕組みと個人情報に関する Sun のプライバシーポリシーにつ
いての詳細は、Developer Resources Site FAQs を参照してください。
http://forte.sun.com/ffj/feedback/sitefaq.html

情報の入手先
次のリソースを利用して、IDE のさまざまな機能やそれらの使用方法を入手できま
す。

� オンラインヘルプ - IDE のメインウィンドウから「ヘルプ」メニューにアクセスす
ることによって利用することができます。「ヘルプ」メニューから「ヘルプセッ
ト」を選択すると、用意されているヘルプセットを参照できます。

� http://forte.sun.com/ffj/documentation/index.html -このサイトから
プログラミング関連のマニュアルやチュートリアル、コード例を入手することがで
きます。日本語版の URL は以下のとおりです。
http://sun.co.jp/forte/ffj/documentation/

� Sun ONE Studio ドキュメントサイト
(http://forte.sun.com/ffj/index.html) - Sun ONE Studioニュースや専門
記事、支援用ナレッジベース、フォーラムなどの豊富な情報と支援用リソースを提
供しています。

このサイトには、IDE のメインウィンドウから「ヘルプ」->「Webリソース」を選
択することによってアクセスすることもできます。
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第7章

障害追跡

この章では、Sun ONE Studio 4 IDEのインストールと起動、設定、使用中に問題が発
生した場合の障害追跡のヒントをまとめています。

solaris_patch_installer使用時の問題
表 7-1は、solaris_patch_installerを使用した Solarisパッチのインストール時
に発生する可能性があるいくつか問題をまとめています。

表 7-1 solaris_patch_installer の問題

問題 対策

必要な Solaris パッチの 1つを適用している途中で
solaris_patch_installer が異常終了する。

1. solaris_patch_installerが最後に
インストールしようとしたパッチのパッ
チ ID を書きとめます。

2. 同じパッチで新しいバージョンがある場
合は、http://sunsolve.sun.comか
ら入手します。

3. patchaddユーティリティを使用して新
しいバージョンのパッチをインストール
します。(Solaris パッケージのインス
トールの不明な点がある場合は、システ
ム管理者に連絡してください。)

4. solaris_patch_installerを再実行
して、必要な Solaris 8パッチをすべて
システムにインストールします。
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Sun ONE Studio 4 IDEのインストール時の問題
表 7-2は、Sun ONE Studio 4 IDE のインストール時に発生する可能性があるいくつか
の問題をまとめています。

Solaris 8 (アップデート 7)を新規インストールした環境で
solaris_patch_installer を実行すると次のようなエラー
メッセージが表示される。
# ./solaris_patch_installer

J2SE v 1.4.0の Solarisパッチインストールプログラム

インストール中 109147-14... インストールに成功しました

インストール中 108434-06...

...

インストール中 108528-13... インストールされていないパッ

ケージにパッチを適用しようとしています

インストール中 108652-51... インストールに成功しました

インストール中 108921-13... すでに適用されています

インストール中 108940-40... インストールに成功しました

インストール中 108773-12... pkgadd に失敗しました

パッチのインストールを継続できません

詳細については /var/tmp/solaris_patch_installer.log

を参照してください

solaris_patch_installer スクリプト
をもう一度実行してください。問題が再発
する場合は、Solarisシステム管理者に連絡
してください。

表 7-2 Sun ONE Studio 4 IDE のインストール時の問題

問題 対策

Sun ONE Studio 4 IDE のインストール
中に次のエラーメッセージが表示され
る。
Error writing file = There may

not be enough temporary disk

space. Try using -is:tempdir to

use a temporary directory on a

partition with more disk space

-is:tempdir コマンド行オプションを使用してインストーラを
起動してください。このオプションで、もっと多くの空き領域が
あるディスクのディレクトリを指定します。
たとえば Solaris オペレーティング環境の場合は、コマンドプロ
ンプトで以下のように入力します。
$ ffj_ce_solsparc.bin -is:tempdir temporary-directory

表 7-1 solaris_patch_installer の問題 (続き)

問題 対策
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Sun ONE Studio 4 のインストーラで問
題が発生し、インストールに使用する
ディスクの空き領域が不足しているこ
とを示すメッセージが表示される。し
かし、IDE のインストールに使用した
ファイルシステムには十分な空きディ
スク領域がある。

指定したファイルシステムが別のファイルシステムにシンボリッ
クリンクされ、大きな空き領域を認識しないことが考えられま
す。たとえば Solaris 環境で、/export/home に 2G バイト、/
に 100M バイトの領域があり、/optディレクトリが
/export/home にシンボリックリンクされていると仮定しま
す。IDEのインストール先ディレクトリとして /opt/s1studio

が指定された場合、Sun ONE Studio 4インストーラは、2G バイ
トの空きディスク領域がある /export/home へのシンボリック
リンクを認識しません。インストーラが認識するのは、/optの
ターゲットディレクトリで 100M バイトの空き領域しかない /

ディレクトリだけです。
この問題を解決するには、大きい方の空きディスク領域がある
ファイルシステムを直接使用するよう IDE インストーラに指示
します。上記の例の場合は、インストール先ディレクトリとして
/export/home を指定します。

Sun ONE Studio 4 IDE のインストール
中に次のエラーメッセージが表示され
る。
Error: Could not find JVM

-is:javahome コマンド行オプションを使用してインストーラ
を起動してください。このオプションで、もっと多くの空き領域
があるディスクのディレクトリを指定します。
たとえば Solaris オペレーティング環境の場合は、コマンドプロ
ンプトで以下のように入力します。
$ ffj_ce_solsparc.bin -is:javahome javahome

(Solaris/Linux 環境のみ) Sun ONE

Studio 4インストーラが起動後にハング
アップしているように見える。メッ
セージの表示はない。

DISPLAY 環境変数が正しく設定されていない可能性がありま
す。ローカルシステムにインストールする場合は、DISPLAY環
境変数に :0.0 を設定します。スーパーユーザー (root) アカウ
ントを使用するか、遠隔インストールを行う場合は、DISPLAY
環境変数にローカルシステムを示す値を設定します。
たとえば Cシェルを使用している rootアカウントから DISPLAY

変数を設定するには、そのアカウントへのログインに使用したコ
マンドウィンドウで以下を入力します。
setenv DISPLAY your-local-host:0.0

この後、同じコマンドウィンドウからインストーラを再実行して
ください。

表 7-2 Sun ONE Studio 4 IDE のインストール時の問題 (続き)

問題 対策
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Sun ONE Studio 4 IDE が、インストー
ルを行うことなく終了する。メッセー
ジの表示はない。

考えられる原因と対策は以下のとおりです。
• Sun ONE Studio 4製品ダウンロードページからダウンロード
したファイルが不完全な可能性があります。ファイルを再度ダ
ウンロードして、ダウンロードしたファイルのサイズと製品ダ
ウンロードページに示されているサイズが同じであることを確
認してから、IDE インストーラを再実行してください。

• 「インストーラー名.sp」ファイルに不正なコマンド行パラ
メータが指定されている可能性があります。ファイルを調べ
て、不正なコマンド行パラメータ文字列を訂正してから、IDE

インストーラを再実行してください。
• インストーラ起動ツール (<installer>.exe ファイルまたは

<installer>.binファイル) を
<installer>.exe/bin - is : log log.txt

というオプションをつけて実行し、log.txt でエラーの原因
を確認します。

-is:tempdirコマンド行パラメータが
正しく機能しない。

インストーラに対するコマンド行パラメータの構文に誤りがない
ことを確認してください。たとえば Solaris 環境の場合、構文は
以下のようになります。
ffj_ce_solsparc.bin -is:tempdir temporary-directory

(Solaris環境のみ)インストーラを手動
で実行したが、製品 CD を取り出せな
くなった。(このトラブルは Sun ONE

Studio 7, Enterprise Edition for Solaris

の製品 CD をインストールしようとす
るときに発生します。このためインス
トールには CD-ROMが 2枚必要です)

インストールを手動で実行するときには、インストールプログラ
ムを独自のディレクトリ内から実行させないでください。

表 7-2 Sun ONE Studio 4 IDE のインストール時の問題 (続き)

問題 対策
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Sun ONE Studio 4 IDE起動時の問題
表 9-3は、新規インストールした Sun ONE Studio 4 IDEソフトウェアの起動時と構成
時に発生する可能性があるいくつかの問題をまとめています。

表 7-3 Sun ONE Studio 4 IDE の起動および設定時の問題

問題 対策

サポートされている Solaris 環境で IDE の起動
中に次のようなエラーメッセージが表示される
ERROR: Java 2 SDK search failed to

find a suitable J2SDK!

スーパーユーザーとしてログインして SDK を再インス
トールし、インストールされたディレクトリが rootレベ
ルになっているかどうかを確認してください。

サポートされている Solaris 環境での IDE の起
動中に以下のようなエラーメッセージが表示さ
れる。
Error: No J2SE was found at

/usr/j2se/bin/java

ERROR: The following required 5.8

patches have not been installed on

system “myserver”: 106950-16

106327-11 106541-17

NOTE: You can download and install

the J2SE[tm] and related

Solaris[tm] patches from

http://access1.sun.com/forte/.

Warning:Current runtime

environment does not satisfy

minimum requirements.

システムに J2SE v.1.4.0_02プラットフォームをインス
トールしてください。Solaris 8オペレーティング環境の
場合は、必要なパッチもインストールします。このソフ
トウェアの、システムへのインストールについての詳細
は、第 2章を参照してください。

IDE の起動後に次のエラーメッセージが表示さ
れる。
Error: Unable to load java.dll

J2SE, v. 1.3.1または J2SE, v. 1.4.0_02プラットフォームを
インストールしたディレクトリの名前に空白や日本語が
含まれていないことを確認してください。
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Sun ONE Studio 4 IDE のインストール中に指
定した J2SE v.1.4.0 プラットフォームを IDEが
参照していないために、次のようなエラーメッ
セージが表示される。
ERROR: The J2SE[tm] 1.2.1 found at

/usr/java1.2/bin/java cannot be

used by the IDE. J2SE[tm] 1.4 is

recommended.

NOTE: You can download and install

the J2SE[tm] and related

Solaris[tm] patches from

http://access1.sun.com/forte/.

Warning:Current runtime environment

does not satisfy minimum

requirements.

IDE の起動前に Java環境変数がすでに設定されていない
か調べ、設定を解除してください。
$JAVA_PATH および $JDK_HOME 環境変数の値は、IDE

のインストール中に指定した J2SE SDK パスの値に優先し
ます。それらの環境変数を設定解除するか、IDE を起動
するときに -jdkhome コマンド行オプションを使用する
必要があります。

表 7-3 Sun ONE Studio 4 IDE の起動および設定時の問題 (続き)

問題 対策
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Microsoft Windowsシステムでユーザーディレ
クトリが間違った場所に作成される。

以前にWindows環境に Sun ONE Studio 4 IDE をインス
トールしたことがある場合は、Microsoft Windowsレジ
ストリの HKEY_CURRENT_USER/Software/Sun

Microsystems, Inc./Forte for Java/CE/4.0 の
下にユーザーディレクトリの場所が記録されています。
この値は、Sun ONE Studio 4 IDE をアンインストールし
ても削除されません。このため、別のバージョンの Sun

ONE Studio 4 IDE をインストールしても、以前にインス
トールされていた Sun ONE Studio 4 IDE で指定された
ユーザーディレクトリが再利用されます。
ユーザーディレクトリに別の場所を使用する場合は、以
下の操作を行います。
1. Sun ONE Studio 4 IDE をアンインストールします。
2. コマンドプロンプトウィンドウで regedit と入力し
て、Microsoft Windowsレジストリエディタを起動し
ます。

3. レジストリエディタで HKEY_CURRENT_USER レジス
トリを開き、Software/Sun Microsystems,

Inc./Forte for Java/CE/4.0 のキーを開きま
す。

4. UserDir 値を右クリックして、コンテキストメニュー
から「削除」を選択します。

5. Sun ONE Studio 4 IDE を再インストールします。
6. インストールが完了したら、Sun ONE Studio 4 IDE を
起動し、プロンプトが表示されたら、ユーザーディレ
クトリ用の新しい場所を指定します。

表 7-3 Sun ONE Studio 4 IDE の起動および設定時の問題 (続き)

問題 対策
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(Solaris環境のみ)以下のエラーメッセージが
表示される
Cannot find product /product.xml on

your computer.

システムのボリューム管理 (vold) を一度停止して再開
し、インストールプログラムを実行しなおします。
ボリューム管理を停止するには、以下のようにします。
1. 媒体が使用されていないことを確認します。fuser
コマンドを使うとその媒体を使用しているすべての
ユーザーを確認できます。

2. スーパーユーザーになります。
3. volmgt の停止コマンドを入力します。
# /etc/init.d/volmgt stop

ボリューム管理を再開するには、以下のようにします。
1. スーパーユーザーになります。
2. volmgt の開始コマンドを入力します。
# /etc/init.d/volmgt start

volume management starting

表 7-3 Sun ONE Studio 4 IDE の起動および設定時の問題 (続き)

問題 対策
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付録A

Solarisパッチの識別情報と説明

表 A-1 は、solaris_patch_installerに含まれている、Solaris 8 SPARC 版の
パッチに関する情報 (バッチ IDおよび説明) です。

表 A-1 Solaris 8 SPARC 版のパッチの情報

パッチ ID 説明

109147-14 Solaris 8インタープロシージャオプティマイザ

108434-06 Solaris 8 libC SPARC

108435-06 V9 libC

111293-04 /usr/lib/libdevinfo.so.1

112334-01 /usr/include/sys/archsystem.h

111310-01 /usr/lib/libdhcpagent.so.1

108528-13 SIGEMT

108652-51 Xserver

108921-13 CDE 1.4 dtwm

108940-40 Motif 2.1

108773-12 X入力メソッド

109607-01 /usr/include/iso/stdlib_iso.h

112003-03 フォントセット

108989-02 アカウンティング

108827-17 スレッド
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付録B

Sun ONE Studio 4 IDEにおけるポート使
用

表 B-1 は、Sun ONE Studio 4 update 1, Community Edition IDE で使用されている
ポートをまとめています。一覧には、IDE で使用可能な Sun ONE Studio 4 モジュー
ル、他社製のコンポーネント、アプリケーションサーバーが使用するポートが含まれ
ています。また、デフォルトのポート割り当てを変更できるかどうか、変更できる場
合はその変更方法に関する情報もあります。
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表 B-1 Sun ONE Studio 4, Community Editionにおけるポート使用

モジュール、アプリ

ケーションサー

バー、他社製のコン

ポーネント名

デフォルト

のポート割

り当て 説明 デフォルトのポート割り当ての変更

NetBeans Open File

モジュール
7318 オープン

ファイル
サーバー

デフォルトのポート割り当ては、オープンファイル
サーバー用のプロパティエディタを使用して変更でき
ます。
1. IDE のメインウィンドウから「ツール」->「オプ
ション」を選択します。

2. 「オプション」ウィンドウで「IDE 構成」ノード
を展開します。

3. 「サーバーと外部ツールの設定」ノードを展開し
て、「オープンファイルサーバー」を右クリック
し、コンテキストメニューから「プロパティ」を
選択します。

4. 「ポート」プロパティの現在値をクリックして、
別のポート番号を入力します。

NetBeans Internal

HTTP サーバー
モジュール

8082 内部サー
バー
HTTP

競合が検出されると、デフォルトのポート割り当てが
自動的に変更されます。

外部エディタ 3219 外部エディタのオプション区画でデフォルトのポート
割り当てを変更できます。

PointBase Restricted

Edition

9092 デフォルトのポート割り当ては、PointBase の初期化
ファイルで変更できます。
s1studio-user-directory/pointbase/pointbase.ini

ファイルに、以下の 1行を加えます。
server.port=new-port-number
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Tomcat 4.0.1 8015 サーバー
管理

デフォルトのポート割り当ては、内部 Tomcat 4.0.1

サーバー用のプロパティエディタを使用して変更でき
ます。
1. 「エクスプローラ」の「実行時」タブで「サー
バーレジストリ」ノードを展開し、「インストー
ルされているサーバー」ノードを展開します。

2. 「Tomcat 4.0」ノードを展開し、「内部」ノードを
右クリックして、コンテキストメニューから「プ
ロパティ」を選択します。

3. 「サーバーポート」プロパティの現在値をクリッ
クして、別のポート番号を入力します。

8081 サーバー
HTTP

デフォルトのポート割り当ては、編集対象ホストのプ
ロパティエディタで変更できます。
1. 「エクスプローラ」の「実行時」タブで「サー
バーレジストリ」ノードを展開し、「インストー
ルされているサーバー」ノードを展開します。

2. 「Tomcat 4.0」ノードを展開し、適切なインストー
ルのノードを展開します。

3. 編集対象のホストを表すノードを右クリックし、
コンテキストメニューから「プロパティ」を選択
します。

4. 「HTTP Connector」プロパティの現在値をクリッ
クして、別のポート番号を入力します。

表 B-1 Sun ONE Studio 4, Community Editionにおけるポート使用 (続き)

モジュール、アプリ

ケーションサー

バー、他社製のコン

ポーネント名

デフォルト

のポート割

り当て 説明 デフォルトのポート割り当ての変更
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Tomcat 4.0.1 8443 リダイレ
クト

デフォルトのポート割り当ては、Tomcat構成ファイ
ルで変更できます。
(s1studio-user-directory/tomcat401_base/

conf/server.xml)

その場合は、注意して server.xml を編集してくだ
さい。手動での編集を開始する前に、必ず現行の
server.xml のバックアップコピーを作成してくだ
さい。
1. 「エクスプローラ」の「実行時」タブで「Tomcat

4.0」ノードを展開し、「インストールされている
サーバー」ノードを展開します。

2. 編集するインストール済み Tomcatのノードを右ク
リックします。コンテキストメニューから「構成
する (server.xml) 」を選択します。

ソースエディタに server.xml ファイルが表示され
ます。server.xml を編集して、デフォルトのポー
ト番号を変更できます。

11555 IDE デ
バッガ
接続

デフォルトのポート割り当ては、内部 Tomcat 4.0.1

サーバーのプロパティエディタを使用して変更できま
す。
1. 「エクスプローラ」の「実行時」タブで「サー
バーレジストリ」ノードを展開し、「インストー
ルされているサーバー」ノードを展開します。

2. 「Tomcat 4.0」ノードを展開し、「内部」ノードを
右クリックして、コンテキストメニューから「プ
ロパティ」を選択します。

3. 「デバッガ」タブを選択します。
4. 「デバッガポート」プロパティの現在値をクリッ
クして、別のポート番号を入力します。

表 B-1 Sun ONE Studio 4, Community Editionにおけるポート使用 (続き)

モジュール、アプリ

ケーションサー

バー、他社製のコン

ポーネント名

デフォルト

のポート割

り当て 説明 デフォルトのポート割り当ての変更


